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今月の人口
平成19年5月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 52,111人（　－49）

男……… 25,559人（　－24）

女……… 26,552人（　－25）

世帯数…………16,310世帯
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暮らしのカレンダー 緊急医（午後7時～午後11時） 緊 急 医

休 日 診 療 所

2007 6 June

暮らしのカレンダー 緊急医

出生……31人

死亡……40人

転入……160人

転出……201人

今月の表紙

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター

外来のみですので、受診を希望される方は、電話で容態を
事前に連絡してお越しください。
また、緊急医は都合で変わることがあります。

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

平日／午後7時～午後11時

しんしろフィットクリニック

茶臼山厚生病院

ながしのクリニック

中根医院

米田内科

中根医院

高木内科医院

森下医院

宮本病院

しんしろフィットクリニック

中村医院

ほうらいクリニック

村松内科

西新町内科整形外科外科医院

ちさと医院

星野病院

織田医院

静巌堂医院

ながしのクリニック

荻野医院

織田医院

永田内科

今泉病院

永田内科

くまがい医院

緑が丘診療所

あいきょうクリニック

今泉医院

おさだファミリークリニック

茶臼山厚生病院

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

至鳳来
東郷西
保育園

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

6月　3日（日）・10日（日）

　　17日（日）・24日（日）

水道週間(～7日)
ＨＩＶ検査普及週間(～7日)
リウマチ月間(～30日)

絵本の読み聞かせ【文】（図）

第７回　つくしんぼうスポレク祭

しんしろクリーンフェスタ

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

歯の衛生週間(～10日)

環境の日

危険物安全週間(～9日)

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

体育室親子無料開放(午後)【青】

国際麻薬乱用撲滅デー

( 川 路 )

( 富 沢 )

（長篠）

（本町）

（平井）

（本町）

（栄町）

( 布 里 )

( 海 老 )

( 川 路 )

（的場）

( 大 野 )

(東新町)

(東新町)

（杉山）

( 大 野 )

(下吉田)

（副川）

（長篠）

（長篠）

(下吉田)

（諏訪）

( 栄 町 )

（諏訪）

( 富 永 )

(緑が丘)

(大野田)

(玖老勢)

( 本 町 )

( 富 沢 )

１

27

金

水

夜

夜
春日眼科

さくら眼科 （上平井）

平日／午後7時～午後11時

19 火 夜

12

17

火

日

夜

昼

石川整形外科
クリニック

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

（平　井）

（杉 山）

医科・歯科とも開設しています。

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。
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いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

グリーンコンサート
　5月4日（祝）、さわやかな青空

の下、鬼久保ふれあい広場で、

つくでの森の音楽祭｢グリーン

コンサート｣が開かれました。

　名古屋フィルハーモニー交響

楽団員による弦楽とオーボエの

演奏と合わせ、休憩時、テラス

に出て山里の新緑を満喫。

　コンサートに集まった約120

人は、心なごむひとときを過ご

していました。
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　私たちの生活に１日も欠かすことのできない水。蛇口をひねれば水が出るのは当たり前と思って

いませんか。使える水は決して無限ではありません。

　生活の中で水を大切にすること、水を汚さないことは、環境を守っていくことにつながっていき

ます。川や海の汚れを減らし、貴重な水資源を守るだけでなく、地球温暖化を防ぐことにもなりま

す。きれいな水が水道から出てくるまでにはたくさんのエネルギーが使われているからです。

　6月1日(金)から7日(木)までは水道週間です。いつでも水が使える生活の中で、つい忘れがちな

水の大切さを、この機会に考えてみませんか。
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宇
連
ダ
ム

大
島
ダ
ム
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宇連ダム

大島ダム

宇
連
ダ
ム
渇
水
（
平
成
6
年
）

　
私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
水
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
大
切
な
水
で
す
。

　
私
た
ち
人
間
は
、
一
日
に
約
2.5
リ
ッ
ト

ル
の
水
分
を
摂
取
し
、
そ
れ
と
同
じ
量
を

体
外
に
排
出
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
間
の
体
は
65
パ
ー
セ
ン
ト
が

水
で
で
き
て
い
ま
す
。
体
内
に
含
ま
れ
て

い
る
水
の
う
ち
、
ほ
ん
の
10
パ
ー
セ
ン
ト

が
失
わ
れ
た
だ
け
で
危
険
な
状
態
に
陥
り
、

20
パ
ー
セ
ン
ト
が
失
わ
れ
れ
ば
死
ん
で
し

ま
う
の
で
す
。

　
地
球
は
表
面
の
3
分
の
2
が
水
に
覆
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
が
直
接
使
用
で
き

る
水
は
、
全
体
の
0.
0
0
0
1
パ
ー
セ
ン

ト
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　
東
三
河
の
水
ガ
メ
と
な
っ
て
い
る
宇
連
ダ
ム
は

昭
和
33
年
、
大
島
ダ
ム
は
平
成
13
年
に
、
豊
川
支

流
の
宇
連
川
と
大
島
川
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ダ
ム
に
貯
め
ら
れ
た
水
や
豊
川
な
ど
か
ら

取
水
し
た
水
が
、
皆
さ
ん
の
家
庭
に
送
ら
れ
、
生

活
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
左
下
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
18
年
度
の
貯
水
量
と

貯
水
率
で
す
。
全
国
的
に
み
て
少
雨
な
年
で
あ
っ

た
平
成
６
年
に
は
、
宇
連
ダ
ム
が
完
全
に
干
上
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

大
切
な
水
　
か
け
が
え
の
な
い
水
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　私たちが普段なにげなく飲んでいる水が、ど
こから来て、どのようにご家庭まで届けられて
いるのかを学びます。
　水道の基礎知識講座と水処理実験、水道施設
の見学を行います。ぜひご参加ください。

水道施設見学会
参加者募集

雨
水
利
用
の
促
進

水
道
が

　
う
る
お
す
日
々
の

　
　
　
　

健
や
か
さ

水
道
週
間
と
は
？

平
成
19
年
度
の
水
道
週
間
の

標
語
が
決
ま
り
ま
し
た
。

水
質
検
査

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

鰹淵浄水場

施設の説明を聞く児童たち↑→

　
市
役
所
で
は
、
本
庁
舎
西

側
の
出
入
り
口
付
近
に
、
雨

水
利
用
設
備
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
旧
ボ
イ
ラ
ー
施
設
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
枡
を
再
利
用
し
た

も
の
で
、
溜
ま
っ
た
雨
水
は

草
木
へ
の
水
や
り
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
を
大
切
に
す
る
こ
と
の

原
点
は
、
「
節
水
」
で
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
節
水

の
意
識
を
持
ち
、
水
の
無
駄

づ
か
い
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
で
文
化
的
な
国
民
生
活
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

経
済
活
動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
水
道
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
利
用
者
の
理
解
を
深
め
、
水
道
事
業
の
発
展
の
た
め

に
、
厚
生
労
働
省
お
よ
び
全
国
の
水
道
事
業
体
な
ど
が

連
携
し
て
広
報
活
動
を
中
心
と
し
た
各
種
行
事
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　
水
質
検
査
結
果
を
適
正
に
評
価
し
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
次
年
度
以
降
の
計
画
の
見
直
し

に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　
水
質
検
査
結
果
は
、
本
庁
水
道
課
、
鳳
来
総
合
支
所

水
道
事
業
課
、
作
手
総
合
支
所
地
域
整
備
課
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水道施設見学会水道施設見学会

【 開 催 日 】  6月3日（日）

【 見 学 先 】  桜淵水道監視センター

　　　　　   鰹淵浄水場

                  豊川ＫＡＷＡＫＫＯ資料館

　　　　　　愛知県豊橋浄水場

【 対 象 】 市内に住んでいるか、または勤めている方

　　　　　　　　（小学校3年生以上）

　　　　　　※小学生は保護者の同伴が必要です。

【募集人員】　25人

【 参 加 費 】 無料

【 持 ち 物 】 弁当、水筒

【申し込み】　電話、ファックス、はがき、Eメールで、参加                 

　　　　　　者の住所、氏名、年令（学年）、電話番号を

　　　　　　お知らせください。

　　　　　　応募者多数の場合は抽選で決定します。

【 締 切 日 】　5月25日（金）

ファックス : 23-7047
は が き : 〒441-1392　新城市役所　水道課あて
Eメール : suidou@city.shinshiro.lg.jp

す
　
こ

ま

す
た

か わ っ こ
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新城市
光ファイバネットワーク
整備事業

　
光
放
送
端
末
を
設
置
し
、
既
設
宅
内
配
線

へ
の
接
続
工
事
を
行
い
ま
す
。
既
設
宅
内
配

線
が
老
朽
化
な
ど
で
使
え
な
い
場
合
は
、
テ

レ
ビ
１
台
へ
の
配
線
工
事
を
行
い
ま
す
。
（
2

配
線
以
降
は
別
途
有
料
）

（
上
図
‐
‐
‐
‐
‐
線
）

　
平
成
19
年
12
月
末
ま
で
に
加
入
申
し
込
み

を
す
る
と
、
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
ブ
ー
ス
タ
ー
・
分
配
器
・
壁
端

子
の
取
付
・
交
換
工
事
、
既
設
配
線
の
改
修

工
事
、
配
線
の
追
加
工
事
な
ど
は
別
途
有
料

と
な
り
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
み
る
に
は
、

各
世
帯
へ
光
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き

込
む
工
事
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

み
る
た
め
に
は

別途工事（例）

工事内容 費　　用

ブースター

交　換

配線張替

10,500円

12,600円

14,700円

16,800円

18,900円

テレビ1配線

テレビ2配線

テレビ3配線

テレビ4配線

導入イメージ図



7 広報しんしろ 2007.6

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用
料
金
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
は
今
ま
で
ど
お
り

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

工
事
は
先
着
順
で
す
か
。

地
区
ご
と
に
工
事
を
す
る
の
で
、
先

着
順
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
配
線
は
そ
の
ま
ま
使
え
る
の

で
す
か
。

同
軸
ケ
ー
ブ
ル
な
ら
ほ
と
ん
ど
使
え

ま
す
。
フ
ィ
ー
ダ
ー
線
は
使
え
な
い

こ
と
が
多
い
で
す
。

将
来
的
に
加
入
し
た
い
の
で
す
が
、

と
り
あ
え
ず
引
き
込
み
工
事
だ
け
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

可
能
で
す
。
12
月
末
ま
で
は
無
料
で
す
。

　
光
通
信
端
末
を
設
置
し
、
パ
ソ
コ

ン
付
近
ま
で
の
光
１
配
線
工
事
を
行

い
ま
す
。

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
料
金
は

　
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
低
料
金
の
10
M
コ
ー
ス
と
超
高

速
の
100
M
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
利

用
料
金
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
料
・
回
線

利
用
料
・
通
信
費
・
モ
デ
ム
レ
ン
タ

ル
料
が
含
ま
れ
た
完
全
定
額
料
金
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
光
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
は
距
離
に
よ
っ
て
通
信
速

度
が
落
ち
る
こ
と
は
な
く
、
快
適
な

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
楽
し
め
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
時
も
、
24
時
間
年
中
無

休
の
電
話
サ
ポ
ー
ト
で
対
応
し
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
説
明
会
の
会
場
で

と
く
に
多
く
の
質
問
が
あ
っ
た

も
の
に
お
答
え
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
す
る
た
め
に
は

　
4
月
10
日

（火）
か
ら
始
ま
っ
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
説
明
会

に
は
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
説
明
会
の
開
催
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
地
区
な

ど
の
単
位
で
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
お
伺
い
し
ま

す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
説
明
会

QQQQ AAAA

光
10
M
 

月
額
　
3，
6
7
5
円

光
100
M
 

月
額
　
5，
2
5
0
円

標
準
サ
ー
ビ
ス

�
メ
ー
ル
ア
カ
ウ
ン
ト

 
１
ア
カ
ウ
ン
ト
（
容
量
50
M
B
）

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ス
ペ
ー
ス

 
（
容
量
50
M
B
）

�
ウ
ィ
ル
ス
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

�
迷
惑
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

�
メ
ー
ル
転
送
サ
ー
ビ
ス

テレビのデジタル化を装った詐欺にご注意ください。
最近、テレビのデジタル化のために工事が必要だと偽り、工事費を請求する事件が起きています。疑わしい請求にはすぐに代金を

支払わず、じょうほう課、または新城警察署�22-0110へご相談ください。

細川会館（鳳来地区）のようす

メ
ガ

メ
ガ
バ
イ
ト
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バ
ス
は
、
車
を
持
た

な
い
方
の
身
近
な
移
動

手
段
と
し
て
、
大
変
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
利

用
者
の
減
少
で
、
市
内

を
走
る
す
べ
て
の
バ
ス

路
線
が
、
市
・
国
・
県

な
ど
か
ら
多
額
の
助
成

を
受
け
て
運
行
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
バ
ス
は
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
乗
り
物
で
す
。

　
お
出
か
け
の
時
は
、

ぜ
ひ
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

お
出
か
け
は

　
路
線
バ
ス
で

追分

大輪

田
峰

恩原

日向

源氏

広見

只持

横山

銭亀

大海駅

新
城
駅

寒
狭
橋

←

大
輪
橋

一
色

白
鳥
神
社
前

知
幸
部

中
平

高
月
寺
前

塩
瀬

滝上

海老車庫前
丁塚

海老

塚島

双瀬

副川

大石

郷中橋

玖老勢

峰

大栗平

学童農園前

〈特定日のみ運行〉

新城市営バス

新城市Sバス

新城市Sバス

新城市Sバス

新 城 市

新城市営バス

新城市営
バス

総合公園付近詳細

詳細図
参照

鳳来寺山

JR飯田線

本 宮 山

鳳来寺

本長篠駅前
（豊鉄）

本長篠バスターミナル（市営）

新
城
栄
町

湯谷温泉

阿寺の
七滝

三河槇原

三河川合

池場

柿平

湯谷温泉

三河大野

本
長
篠

長
篠
城

鳥
居

大
海

三河
東郷

東新町

新城

野田城東上

新城市Sバス　土曜日・休日・年末年始運休

新城市営バス　休日・年末年始運休

破線は特定日のみ運行・季節運行

片方向のみ運行

鉄道線

始発・終着停留所

点線は特定の便のみ運行する経路

細線は運行本数の少ない系統
（１日5本以下）〈目安〉

新
城
地
域
バ
ス
路
線
図

（高速バスを除く）

上大草

大草

岡

長篠保育園前

三河大野駅前

中央集会所前

鳳
来
寺
山
頂

寺
林

下
平

浅
畑

富
貫

小野
向久保

六本松
八
坂
神
社
前

睦
平

更
生
橋

細
川

細
川
広
見

巣
山

桐
久
保

夏
明
橋

大
沢
口

阿
寺

阿
寺
公
民
館
前

七
滝
口

田
沢

竹
平

山吉田
小学校前

上新戸

下新戸

下吉田

山王 （一部の便は山王で折り返し）

折り返し
折り返し郷ケ平

公民館前

黄柳野橋

多利野

農協前
トレセン前

東竹ノ輪

西竹ノ輪

六地蔵

蔵平

市川口

市川

島原

宮の腰

百田

吉川口

綜善寺口

吉川公会堂前

吉川

新城大谷大学
正門

新
城

大
谷
大
学

舟着
小学校前

宗高東

川
路大

宮
口

茶
臼
山

富
沢

宗
高東

新
町

西
新
町

中
町

塩
沢

中
貝
津

日
吉

弁
天
住
宅

弁
天
橋

新
城
保
健
所

新
城
中
学
校

市
役
所

大
海
駅

緑
が
丘

清
井
田新

城
車
庫
前

石田

庭野

一鍬田

一鍬田原

清水野

黒田

八名小学校前

八名局前

富岡公民館前

富岡

境
松宮

下
上
八
名
井

八
名
井

八
名
井
神
社
前

公
会
堂
前

土
合柳

井
戸
前

大
原

門
原
野

下
宇
利

中
宇
利

中
村 小

畑

曽
根

岡
組

集
会
所

野
田
城

川
田

川
田
平

豊
島
口

大
野
田

千
郷
小
学
校
前

新
城
病
院
前

上
臼
子

下
臼
子

川
上

保
健
セ
ン
タ
ー

矢
部

東
郷
西
保
育
園

上
平
井

見
代

旭
橋

鳴
沢
橋

下
小
滝

小
滝儀

光守
義伍

領小
夫
田

豊
邦
口

中
菅
沼

上
菅
沼

菅沼

木和田口

善夫

黒瀬

大下

田原

開成小前

川尻

診療所前
高里

鴨ケ谷口
巴学校前

市場

清岡
北畑

川合

野郷

戸津呂

見代口

和田

スカイライン入口

鳥居前

上山村

山村

杉山西

須
山

ふ
れ
あ
い
広
場
入
口

く
ら
が
り

新城郵便局

新城駅

協和小前

赤羽根口

小林
川手

弓木

大和田

上大和田

追分

横山

宮脇

銭亀

寒
狭
橋出

沢浅
谷

東
小
学
校

歴
史
資
料
館

須
長

大
宮 大

海
駅
前

名
高
田

牛
倉

長
篠
学
校
前

武
蔵
鳳
来
前

長
篠
城
前

水
上

塩
の
谷

大
立 長

良

小
松

サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル
前

布
里
小
松

布
里

西
保
育
園
前

鳳
来
西
小
前
（
市
営
）

鳳
来
西
小
学
校
前
（
豊
鉄
）

路線図ドットコム
http://www.rosenzu.com/

小
島

茶臼山
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ShinshiroShinshiro

新
し
い
行
政
相
談
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

市の大切なお知らせをお届けします

　
石
川
静
雄
氏
（
中
町
）
の
退
任

に
伴
い
、
新
た
に
菅
野
美
津
雄
氏

（
吉
川
）
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政

相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
市
の
行
政

全
般
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・

要
望
な
ど
を
受
け
付
け
、
公
正
・

中
立
な
立
場
か
ら
関
係
機
関
な
ど

に
必
要
な
斡
旋
を
行
い
、
そ
の
解

決
や
実
現
の
促
進
を
図
る
身
近
な

相
談
相
手
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
　
　
☎
22
‐
2
0
6
0（
菅
野
宅
）

◇
募
集
要
項
・
試
験
申
込
書
の
配
布

　
５
月
21
日

（月）
か
ら

　
人
事
課
（
市
民
体
育
館
２
階
）

　
市
民
課
窓
口
、
各
総
合
支
所
市
民

　
福
祉
課
窓
口

◇
申
込
受
付
期
間
・
受
付
場
所

　
6
月
21
日

（木）
〜
29
日

（金）

　（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　
人
事
課

◇
１
次
試
験

　
7
月
29
日

（日）

　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※
試
験
内
容

　
一
般
教
養
、
作
文
、
適
性
検
査

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

菅野美津雄 氏

市
職
員
募
集 （
大
卒･

短
大
卒
）

人
事
課
　
☎
23
‐
7
6
1
9

●問
本

市
民
課
　
☎
23
‐
7
6
2
8

平
成
20
年
度 

（
平
成
20
年
4
月
1
日
） 

採
用
予
定
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

職

　

種

　

な

　

ど

一
般
事
務

一
般
技
術

（
土
木
･
建
築
）

大

　

卒

短

大

卒

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

消

防

士

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

薬
　
　
　
剤
　
　
　
師

保
　
　
　
健
　
　
　
師

管

理

栄

養

士

看
　
　
　
護
　
　
　
師

一
般
事
務
（
障
害
者
）

人

員

25
歳
以
下
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

23
歳
以
下
で
、
短
大
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

受
験
資
格
（
年
齢
･
学
歴
･
免
許
な
ど
）
※
年
齢
は
平
成
19
年
3
月
末
現
在

救
急
救
命
士

1

名

1

名

25
歳
以
下
で
、
日
本
国
籍
を
有
し
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方

※
視
力
‥
左
右
と
も
に
1.0
以
上
（
矯
正
視
力
可
）
※
聴
力
‥
正
常
な
こ
と

23
歳
以
下
で
、
保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
両
方
の

資
格
を
取
得
見
込
み
の
方

25
歳
以
下
で
、
薬
剤
師
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
資
格
取
得
見
込
み
の
方

30
歳
以
下
で
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
資
格
取
得
見
込
み
の
方

25
歳
以
下
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
資
格
取
得
見
込
み
の
方

45
歳
以
下
で
、
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は
資
格
取
得
見
込
み
の
方

30
歳
以
下
で
、
大
学
、
短
大
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
介
護
者
な
し
で
職
務
遂
行
が
可
能
な
方

児
童
手
当
制
度

手
当
制
度
の
拡
充

　
こ
の
４
月
か
ら
３
歳
未
満
の
児
童
の
手

当
月
額
が
増
額
さ
れ
、３
歳
の
誕
生
日
の
月

ま
で
一
律
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、こ

れ
に
伴
う
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
の
提
出

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
６

月
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５
月
下
旬
に
現
況
届
の
用
紙
を
郵
送
し
ま

す
。
受
付
期
間
は
、
6
月
1
日

（金）
か

ら
２９
日

（金）
ま
で
で
す
。

※
こ
の
届
出
が
な
い
と
、６
月
分
以
降

　
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

　
す
。

振
り
込
み

　
児
童
手
当
（
２
〜
５
月
分
）
を
６
月

５
日

（火）
に
振
込
み
ま
す
の
で
、
受
給

者
の
方
は
金
融
機
関
で
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
、
児
童
課

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児

童

課
　
☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課
　
☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課
　
☎
37
‐
2
2
1
1

い

し
ょ
く

す が の 　み つ お

●問
■本

■鳳 ■本
●問

■作
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歳　　　　入 予 算 現 額 収 入 済 額 予 算 現 額 支 出 済 額歳 　 　 　 出

市 　 　 　 　 　 税 66億4,434万円

25億5,503万円

34億4,970万円

2億3,685万円

4億276万円

50億1,500万円

50億円

22億2,611万円

12億1,167万円

8億5,958万円

8億1,106万円

7億9,000万円

27億4,234万円

64億5,850万円

46億7,799万円

28億5,106万円

26億2,616万円

21億7,986万円

20億4,986万円

18億9,700万円

12億7,269万円

12億8,698万円

29億8,596万円

33億1,475万円

24億9,151万円

17億6,181万円

11億710万円

17億9,387万円

11億5,485万円

9億3,521万円

10億6,265万円

64億8,604万円

23億8,678万円

34億9,227万円

2億2,112万円

3億8,587万円

9億9,900万円

51億7,543万円

8億6,876万円

5億8,556万円

8億3,044万円

8億1,106万円

6億8,627万円

25億3,461万円

市 債 � 

地 方 交 付 税 � 

国 庫 支 出 金 � 

県 支 出 金 � 

諸 収 入 � 

繰 越 金 � 

地 方 譲 与 税 � 

そ の 他 �

市 民 税

固 定 資 産 税

都 市 計 画 税

そ の 他

総 務 費 �

民 生 費 �

公 債 費 �

衛 生 費 �

土 木 費 �

教 育 費 �

消 防 費 �

農林水産業費�

そ の 他 �

内
　
　
訳

平
成
18
年
度
予
算
（
平
成
19
年
3
月
31
日
現
在
）

の
収
支
状
況
を
報
告
し
ま
す

収入済総額

189億7,717万25円

支出済総額

166億770万8,902円

※平成18年度の決算額は、この収入・支出済総額に平成19年4月1日から5月31日までの収入･支出額が加えられた額となります

皆さんのために使われたお金�

31万8,399円

企業会計
72億1,136万円

特別会計
107億1,621万円

一般会計
259億5,932万円

皆さんが負担した市税�

12万4,349円

市
民
一
人
あ
た
り
の
市
税
の
負
担
状
況

市
債
の
状
況
（
平
成
18
年
度
末
現
在
残
高
見
込
み
）

万円
35

30

25

20

15

10

5

0

平
成
18
年
度

の
財
政
状
況

一般会計

財
政
課
　
☎
23
‐
7
6
1
6

●問
本
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歳　　　　　入 予 算 現 額

予算現額

執行率（%）

収 入 済 額

収入済額

予算現額

執行率（%）

支出済額

支 出 済 額

予 算 現 額区 　 　 分会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額

44億8,576万円

47億6,401万円

33億6,108万円

2億122万円

12億6,487万円

7億8,818万円

8億8,737万円

790万円

2,952万円

48億209万円

5億4,615万円

8億639万円

7億1,079万円

1,166万円

550万円

1億4,477万円

0万円

31億8,907万円

5億150万円

7億9,235万円

2億4,411万円

1,237万円

0万円

6,033万円

0万円

43億3,799万円

3億7,835万円

6億1,380万円

5億5,461万円

958万円

511万円

8,939万円

0万円

38億777万円�

41億3,461万円�

27億308万円�

1億8,274万円�

2億5,318万円�

4億1,915万円�

5億1,677万円�

538万円�

3,530万円�

39億2,522万円

43億960万円

28億6,325万円

1億7,256万円

6億5,243万円

3億4,454万円

6億224万円

522万円

870万円

国 民 健 康 保 険 事 業 �

老 人 保 健 �

介 護 保 険 事 業 �

国 民 健 康 保 険 診 療 所 �

簡 易 水 道 事 業 �

農 業 集 落 排 水 事 業 �

公 共 下 水 道 事 業 �

地 域 下 水 道 事 業 �

宅 地 造 成 事 業 �

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

新 城 市 民 病 院 事 業 �

 

水 道 事 業 �

 

工 業 用 水 道 事 業 �

 

農 業 共 済 事 業 �

157億8,991万円

70億2,735万円 47億9,973万円 59億8,883万円

120億5,798万円� 128億8,376万円

特 別 会 計

企 業 会 計

歳入 歳出

一
般
会
計
の
執
行
状
況

特　別　会　計　合　計�

企　業　会　計　合　計�

市税

市債

地方
交付税

国庫
支出金

県支出金

諸収入

繰越金

地方
譲与税

その他

総務費

民生費

公債費

衛生費

土木費

教育費

消防費

農林
水産業費

その他

97.6%

19.9%

39.0%

48.3%

96.6%

100.0%

86.9%

92.4%

103.5%

46.2%

70.9%

87.4%

67.1%

50.8%

87.5%

60.9%

73.5%

82.6%

0          10         20         30        40         50       60   　  70億円 0           20            40  　       60            80億円



12広報しんしろ 2007.6

　
「
し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
市
民
公

募
で
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
来
な
ら
お
役
的
な
活

動
と
な
る
清
掃
活
動
な
ど
を
、
市
民
自
ら
が
率
先
し

て
行
動
す
る
「
お
祭
り
」
の
よ
う
な
行
事
と
し
て
定

着
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
し
ん
し
ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
６
月
の
「
環

境
月
間
」
と
10
月
の
「
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

の
２
回
の
実
施
で
、
市
内
全
域
の
環
境
美
化
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

　
市
民
・
事
業
所
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、
ご
み
の

な
い
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

市
を
キ
レ
イ
な
ま
ち
に

●問 環境課　☎23‐7629本

ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ

し
ん
し
ろ

し
ん
し
ろ

を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す

し
ん
し
ろ
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�
日
　
　
　
　
時

6
月
10
日
�
　
小
雨
決
行

午
前
9
時
〜
10
時
（
午
前
9
時
集
合
）

雨
天
の
場
合
は
17
日
�

※
ゴ
ミ
袋
を
現
地
で
お
渡
し
し
ま
す

�
場
所
（
集
合
場
所
）

新
城
地
区

①
東
郷
中
学
校
周
辺
（
東
郷
中
学
校
）

②
桜
淵
公
園
周
辺
（
木
か
げ
プ
ラ
ザ
）

③
豊
川
右
岸
・
牟
呂
松
原
頭
首
工
周
辺

　
（
豊
島
河
川
敷
広
場
）

④
国
道
3
0
1
号
東
名
高
速
下
周
辺

　
（
富
岡
ふ
る
さ
と
会
館
）

鳳
来
地
区

①
山
吉
田
小
学
校
周
辺
（
山
吉
田
小
学
校
）

②
黄
柳
野
小
学
校
周
辺
（
黄
柳
野
小
学
校
）

③
東
陽
小
学
校
周
辺
（
東
陽
小
学
校
）

④
鳳
来
東
小
学
校
周
辺
（
鳳
来
東
小
学
校
）

作
手
地
区

①
菅
守
小
学
校
周
辺
（
菅
守
小
学
校
）

②
開
成
小
学
校
周
辺
（
開
成
小
学
校
）

257

301

301

151

151

新城市

鳳来寺山

三河川合
湯
谷
温
泉

本長篠

桜淵

飯田線

（富岡地内）

川合

大野

大野

下吉田

黄柳野

長篠

東名高速

富岡
国道301号
東名高速下周辺

【集合場所】

富岡ふるさと会館

東郷

豊島

高
里

菅沼

菅守小学校周辺
【集合場所】

菅守小学校

鳳来東小学校周辺
【集合場所】

鳳来東小学校

山吉田小学校周辺
【集合場所】

山吉田小学校

黄柳野小学校周辺
【集合場所】

黄柳野小学校

東陽小学校周辺
【集合場所】

東陽小学校
開成小学校周辺

【集合場所】

開成小学校

東郷中学校周辺
【集合場所】

東郷中学校

桜淵公園周辺
【集合場所】

木かげプラザ

豊川右岸・牟呂
松原頭首工周辺

【集合場所】

豊島河川敷広場

各地区集合場所
案内図
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国
や
市
を
含
め
事
業
者
・
市
民
・

市
民
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
環
境

へ
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
行
お
う

と
す
る
の
が
「
環
境
月
間
」
で
す
。

　
こ
の
「
環
境
月
間
」
に
合
わ
せ
、

世
界
各
国
・
全
国
各
地
で
、
環
境
保

全
活
動
の
普
及
や
啓
発
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
そ
の
代
表
と
し
て
「
し
ん

し
ろ
ク
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」
（
Ｐ
12

・
13
参
照
）
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

6
月
5
日
は

　
「
環
境
の
日
」

6
月
は

　
「
環
境
月
間
」
で
す

エコ
とぴっくす
エコ
とぴっくす
エコ
とぴっくす

環境課　☎23‐7629●問 本

「
環
境
の
日
」
と
は

「
環
境
の
月
間
」
と
は

譲
り
た
い
も
の

�
エ
レ
ク
ト
ー
ン
（
イ
ス
付
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

�
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
（
自
動
車
用
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ

て
ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、

①
名
前
　
②
住
所
　
③
電
話
番

号
を
環
境
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
情
報
コ
ー
ナ
ー

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
情
報
コ
ー
ナ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
 

君
の
た
め
に
 

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
慶
山
　
芽
）

ポ
イ
捨
て
は
　
必
ず
地
球
を
　
枯
ら
し
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
白
井
　
隆
太
郎
）

リ
サ
イ
ク
ル
 

平
和
の
た
め
に
 

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
釘
丸
　
さ
や
か
）

捨
て
る
道
 

リ
サ
イ
ク
ル
の
道
　
　
　
　

君
は
ど
っ
ち
に
進
ん
で
る
?（
大
滝
　
拓
弥
）

リ
サ
イ
ク
ル
 

実
行
し
よ
う
 あ

な
た
の
手
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鈴
木
　
直
美
）

リ
サ
イ
ク
ル
 

す
れ
ば
地
球
が
守
れ
る
よ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
石
田
　
湧
一
）

節
電
し
よ
う
 

地
球
の
た
め
に
 

　
　
　

　
　
み
ん
な
の
た
め
に
　（
佐
々
木
　
杏
里
）

ご
み
減
ら
そ
う
 

地
球
の
た
め
に
　
　
　

　
　
　
　
自
分
の
た
め
に
　（
伊
藤
　
由
実
）

リ
サ
イ
ク
ル
 未

来
の
か
ぎ
を
 

に
ぎ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
々
　
龍
斗
）

リ
サ
イ
ク
ル
 

め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
 

　
　
　
　
自
分
の
も
と
へ
　（
瀧
川
　
凌
平
）

や
め
よ
う
よ
 

ポ
イ
す
て
最
後
は

　
　
　
地
球
の
破
産
　（
宇
都
宮
　
ア
ヤ
）

持
ち
歩
こ
う
 

レ
ジ
袋
じ
ゃ
な
く
て

　
　
 

　
マ
イ
バ
ッ
グ
　（
小
笠
原
　
加
奈
）

も
う
や
め
て
 

地
球
を
汚
す
の

　
　
　
 

枯
ら
す
の
を
　（
古
井
　
綾
子
）

ゴ
ミ
だ
ら
け
 

今
の
世
の
中

　
　
　
　
変
え
な
く
ち
ゃ
　（
牧
野
　
菜
緒
）

拾
お
う
よ
 

落
ち
て
る
ゴ
ミ
を

 
　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
へ
　（
村
田
　
桜
）

捨
て
る
だ
け
の
 

君
の
心
が
 

見
て
み
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
柿
川
　
愛
）

リ
サ
イ
ク
ル
 

地
球
の
た
め
に
 

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
滝
川
　
奈
穂
）

リ
サ
イ
ク
ル
 

小
さ
な
こ
と
で
も
 

　
　
　
　
　
エ
コ
ロ
ジ
ー
　（
竹
下
　
尚
幸
）

変
え
よ
う
よ
 

き
れ
い
な
町
に
 

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
安
藤
　
知
美
）

資
源
ゴ
ミ
 

分
別
す
れ
ば
 

エ
コ
ロ
ジ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鈴
木
　
翔
太
）

温
暖
化
 

防
ぐ
た
め
に
も
 

再
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
横
道
　
美
有
）

ポ
イ
捨
て
は
 

地
球
を
枯
ら
す
 

第
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
今
泉
　
陽
子
）

リ
サ
イ
ク
ル
 

い
っ
ぱ
い
し
よ
う
 リ

サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
米
山
　
敦
史
）

リ
サ
イ
ク
ル
 

地
球
の
未
来
を
考
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
太
田
　
広
夢
）

考
え
て
 

未
来
の
た
め
に
 

リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
天
野
　
ち
づ
る
）

ゴ
ミ
ひ
ろ
い
 

リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
も
減
る
　（
打
桐
　
亮
）

ね
ぇ
や
め
て
 

ゴ
ミ
を
投
げ
る
よ
り

　
　
 

　
生
か
そ
う
よ
　
（
山
本
　
幸
香
）

【
応
募
方
法
】

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
①
エ
コ
標
語
②
氏
名
③
住
所
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
を

環
境
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
随
時
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

※
未
発
表
作
品
で
あ
れ
ば
、
一
人
い
く
つ
で
も
結
構
で
す
。

「
エ
コ
標
語
」
コ
ー
ナ
ー

「
エ
コ
標
語
」
コ
ー
ナ
ー
　
平
成
18
年
度
　
千
郷
中
学
校

　
　
　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す

　
６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」
で
す
。

国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を
受
け
て

６
月
５
日
を
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
環
境
基

本
法
の
中
で
「
環
境
の
日
」
を
定
め
、

多
く
の
人
た
ち
に
環
境
保
全
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

積
極
的
に
活
動
を
行
う
意
欲
を
高
め

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施

す
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

せ
っ

く

よ
し
や
ま
　
め
い

し
ら
い
　
り
ゅ
う
た
ろ
う

く
ぎ
ま
る

　

　

　

　

お
お
た
き
　
た

く

み
　

す

ず

き

　
な
お
み
　

い

し

だ

　
ゆ
う
い
ち

さ

さ

き

　
あ
ん
り
　

い

と
う

　
ゆ

ま
　

さ

さ

　
り
ゅ
う
と

た
き
か
わ
　
り
ょ
う
へ
い

　
う
つ
の
み
や
　
　
 
 

　

お
が
さ
わ
ら
　
　
か
　
な
　

ふ
る

い
　
　
あ
や
こ
　

ま
き
の
　
　

な

お
　

む
ら
た
　
さ
く
ら

か
き
か
わ

　
あ
い

た
き
か
わ

　
な

ほ
　

た
け
し
た

　
な
お
ゆ
き

あ
ん
ど
う

　
と
も
み
　

す
ず

き

　
し
ょ
う
た

よ
こ
み
ち

　
み

ゆ
　

い
ま
い
ず
み
　
よ
う
こ
　

よ
ね
や
ま

　
あ
つ
し
　

お
お
た
　
　
ひ
ろ
む
　

あ

ま

の
　
　
　
　
　
　
　

う
ち
ぎ
り
　
り
ょ
う

や
ま
も
と

　
さ
ち

か
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消 防 署　☎ 22‐1119

はい!
　こちら　 
新城消防です

はい!
　こちら　 
新城消防です

はい!
　こちら　 
新城消防です「

危
険
物
　
目
指
せ
無
事
故
の

Ｍ

Ｖ
Ｐ
」
を
推
進
標
語
に
、
６
月
３
日

（日）
か
ら
９
日

（土）
ま
で
の
１
週
間
、
危

険
物
安
全
週
間
が
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
車
の
燃
料
の
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
、

石
油
給
湯
器
に
使
用
す
る
灯
油
は
危

険
物
で
す
。
取
り
扱
う
場
合
に
は
次

の
こ
と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
危
険
物
の
近
く
で
火
を
使
用
し
な

　
い
。

・
危
険
物
容
器
に
は
蓋
を
す
る
。

・
危
険
物
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
置
か
な
い
。
整
理
整
頓
を
心

　
が
け
る
。

　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
ガ
ソ
リ

ン
を
購
入
す
る
場
合
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
、
購
入
者

　
が
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン
を
小
分
け

　
す
る
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い

　
ま
す
。

・
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
以
外
の
ス
タ

　
ン
ド
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
専
用
の

　
金
属
製
容
器
で
ガ
ソ
リ
ン
を
購

　
入
し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
物
安
全
週
間
が

始
ま
り
ま
す

　
市
消
防
本
部
は
、
２
日
�
に

一
鍬
田
の
県
道
で
起
き
た
車
両

火
災
で
、
消
防
協
力
者
と
し
て

初
期
消
火
活
動
を
し
た
皆
さ
ん

に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
感
謝
状
は
、
伊
藤
洋
介
さ
ん
、

伊
藤
公
一
さ
ん
、
平
尾
一
人
さ

ん
、
川
口
エ
マ
ヌ
エ
ル
さ
ん
の

４
人
の
方
に
、
ま
た
事
業
所
と

し
て
、
水
資
源
機
構
新
城
支
所

に
そ
れ
ぞ
れ
贈
り
ま
し
た
。

問い合わせ

　
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
ら
、

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

　
急
に
心
臓
と
呼
吸
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
、
３
分
経
つ

と
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
人
が

亡
く
な
り
ま
す
。

　
何
も
し
な
け
れ
ば
助
か
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
時
の
た
め
に
、

救
命
技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
あ
な
た
の
勇
気
の
一
歩
が
「
命
」

を
救
い
ま
す
。

開
催
日
時

　
６
月
10
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午

開
催
場
所

　
市
消
防
署
鳳
来
分
署

講
習
内
容

　
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇

　
　
生
法

　
（
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ

　
　
ー
ジ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
）

　
・
大
出
血
時
の
止
血
法

募
集
定
員

　
20
人
ま
で

問
い
合
わ
せ

　
市
消
防
署
鳳
来
分
署

　
�
32
‐
２
８
８
８

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
ま
す

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装

　
で
お
越
し
く
だ
さ
い

普
通
救
命
講
習
会
を

開
き
ま
す

感
謝
状
贈
呈
式

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
学
習
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
県
一

次
救
命
処
置
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
―

あ
な
た
の
勇
気
が
大
切
な
人
の
命

を
救
う
―
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
職
場
や
学
校

な
ど
の
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る

と
思
わ
れ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
肺

停
止
の
シ
ー
ン
と
、
そ
の
対
処
法

な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
貸
し
出
し
希
望
の
方
は
、
市
消

防
署
、
鳳
来
分
署
、
作
手
出
張
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
学
習
用

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

貸
し
出
し
ま
す

消防法令に適合した容器を使用しましょう

普
通
救
命
講
習
会
を

開
き
ま
す

感
謝
状
贈
呈
式

4/11�

ふ

た
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　さくらまつりが3月19日（月）から4 月15日（日）ま

での28日間、桜淵公園水神池の山開き式を皮切り

に、開催されました。

　期間中は、市内の商店による観光物産展、よさ

こい踊りやのど自慢大会などが催されました。　

　昨年より約6千人多い16万人が会場を訪れにぎ

わいました。

　市の行政相談委員として平成7年4月から就任以

来、6期12年の間、ご活躍いただいた石川静雄さ

ん（新城中町）に、総務大臣から感謝状が授与され

ました。

　多くの相談に対し優れた判断力や能力を発揮し

て、市民の立場で問題解決に努めたことによるも

のです。

新
城
さ
く
ら
ま
つ
り

環境首都コンテスト総合3位！

感謝状授与

　全国の環境非政府組織（NGO）主催の｢第6回

日本の環境首都コンテスト｣で、市は総合で３位

（参加74自治体）、人口規模別で1位（5万人以

上10万人未満の区分。参加21自治体）となりま

した。

　これは日ごろの皆さんの行動はもちろん、市

役所内で行った首都コンテスト勉強会や、庁内

LANを利用し、市長と全職員を結び情報を共有

することを目的とした通信などが評価されたも

のです。

　穂積市長は「職員や市民の意識を変えること

につながったと思う」と話していました。

4/26�

3/19�

15�4/

〜

4/10�

ら 　 ん
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　長篠の戦いで戦死した将士の霊を慰める、第42

回長篠合戦のぼりまつりが、長篠城址一帯で行わ

れました。

　メーンイベントの５日（祝）は、勇壮で華やかな

合戦行列が約２キロの道のりを練り歩きました。

　また、長篠・設楽原鉄砲隊などが火縄銃の演武

を行うと、山々にごう音が響き渡りました。

訪れた約3万4千人の観客は、時を忘れ戦国絵巻を

楽しみました。

時
を
越
え
甦
る
戦
国
浪
漫

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り

　
昭
和
９
年
に
、
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
豊
川
の
支
流
、
宇
連
川
の
湯
谷
大
橋

か
ら
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幅
５
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
122
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
る
安
山
岩
の
岩
脈
で
、
河
床
を
つ

く
っ
て
い
る
周
囲
の
凝
灰
角
礫
岩
よ
り

緻
密
で
硬
い
た
め
、
川
の
中
央
部
に
馬

の
背
状
に
盛
り
あ
が
っ
て
残
り
、
そ
の

形
か
ら
「
馬
の
背
岩
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
お
よ
そ
１
，

５
０
０
万
年
前
に
奥
三
河

地
域
一
帯
で
大
規
模
な
火
山
活
動
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
半
、
断
層
運
動
で

で
き
た
南
北
の
大
地
の
割
れ
目
が
無
数

に
で
き
、
そ
こ
に
安
山
岩
質
の
溶
岩
が

次
々
と
流
れ
込
み
ま
し
た
。
岩
石
の
中

で
急
に
冷
や
さ
れ
た
溶
岩
は
板
状
に
固

ま
り
、
そ
の
後
の
長
い
浸
食
で
周
囲
の

岩
よ
り
硬
い
所
で
は
岩
脈
や
岩
床
と
し

て
尾
根
や
滝
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
宇
連
ダ
ム
周
辺
に
は
、
数
キ
ロ
に
も

及
ぶ
岩
脈
が
い
く
つ
も
存
在
し
ま
す
。

「
馬
の
背
岩
」
は
規
模
か
ら
す
る
と
小

型
の
部
類
に
な
り
ま
す
が
、
湯
谷
と
い

う
観
光
地
の
ひ
と
き
わ
目
立
つ
場
所
で

あ
る
た
め
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
る
岩
脈
で
す
。

再
発
見
！

　
わ
が
ま
ち
の

文
化
財
・
施
設
紹
介
⑮

「

国
指
定
天
然
記
念
物
　
馬
背
岩

」
文
化
課
　
　☎
23
‐
7
6
5
5

●問
本

ぜ

ん

ぼ

う

ち

み

つ

5/1�・3�・5�

よ
み
が
え

ろ
　
　ま

ん

なぐさ

う

ま

の

せ

い

わ



18広報しんしろ 2007.6

催
し
・

行
事

催
し
・

行
事

催
し
・

行
事

催
し
・

行
事

お

知
ら
せ

お

知
ら
せ

お

知
ら
せ

In
fo

rm
atio

n
In

fo
rm

atio
n

東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

「
再
発
見
！
東
三
河
の
文
化
財
」（
全
6
回
）

第
7
回

つ
く
し
ん
ぼ
う
ス
ポ
レ
ク
祭

ポ
イ
ン
ト
自
然
観
察

「
梅
雨
の
き
の
こ
観
察
会
」

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

子
ど
も
自
然
講
座

　
　
　
生
涯
学
習
課
　

　
　
　
☎
23
‐
7
6
5
4
　

　
東
三
河
と
い
う
地
域
が
持
つ
さ

ま
ざ
ま
な
魅
力
と
課
題
、そ
の
多
様

な
姿
を
東
三
河
の
市
町
が
一
つ
に
な

っ
て
企
画
し
た
生
涯
学
習
講
座
で
す
。

今
年
度
は
「
文
化
財
」
を
テ
ー
マ
に

東
三
河
を
検
証
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も

　
す
べ
て
100
人
（
申
込
み
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
。
結
果
は
全
員
に
郵

　
送
）

　
無
料

　
現
地
集
合

　
第
３
回
は
午
前
・
午
後
の
部
に
分

　
け
て
開
催

　
６
月
15
日

（金）

　
第
１
回
　
７
月
８
日

（日）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
御
津
町
赤
根
百
々
法
住
寺

　
「
庶
民
信
仰
の
す
が
た

　
　
〜
重
文
・
千
手
観
音
に
込
め

　
た
人
々
の
願
い
〜
」

　
御
津
町
文
化
財
審
議
会

　
　
会
長
　
鈴
木
 

光
保
 

氏

　
第
２
回
　
７
月
２１
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
蒲
郡
市
民
会
館

　
「
地
域
と
文
化
財

　
　
〜
上
ノ
郷
城
と
そ
の
周
辺
〜
」

　
愛
知
中
世
城
郭
研
究
会
 

　
　
　
　
　
奥
田
 

敏
春
 

氏

　
第
３
回
　
８
月
25
日

（土）

　
①
午
前
10
時
〜
正
午

　
②
午
後
２
時
〜
４
時

　
豊
川
市
八
幡
町

　
三
河
天
平
の
里
資
料
館
　

　
「
天
平
の
里
を
歩
い
て
天
平
の
文

　
　
化
を
感
じ
よ
う
！
」

　
三
河
国
分
尼
寺
史
跡
公
園

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
 

　
第
４
回
　
９
月
８
日

（土）

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
豊
橋
市
賀
茂
町
　
本
願
寺

　
「
山
本
勘
助
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
剥
ぐ
」

　
郷
土
史
家
　
山
本
 

嵯
一
 

氏

　
第
５
回
　
９
月
２２
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
「
発
掘
調
査
に
み
る
長
篠
城
跡
」

　
新
城
市
教
育
委
員
会
文
化
課

　
岩
山
　
欣
司
 

氏

　
第
６
回
　
10
月
６
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
田
原
文
化
会
館

　
「
吉
胡
貝
塚
の
縄
文
人
」

　
田
原
市
文
化
財
課

　
学
芸
員
　
増
山
 

禎
之
 

氏

　
　
ス
ポ
ー
ツ
課
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
3

　
ス
ポ
ー
ツ
と
遊
び
が
大
集
合
！

　
つ
く
し
ん
ぼ
う
ス
ポ
レ
ク
祭
を
開

　
催
し
ま
す
。
　

　
６
月
９
日

（土）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

　
新
城
総
合
公
園

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
昔
の
遊
び
コ
ー

　
ナ
ー

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
少
年
野
球
大
会

　
テ
ニ
ス
教
室

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
体
験

　
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

　
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

　
弓
道
講
習
会

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
は
有

　
料
（
小
中
学
生
を
除
く
）

　
※
会
場
に
売
店
が
あ
り
ま
す

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　

h
o
u
ra

i9
8

@
m

b
.in

fo
w

e
b
.n

e
.jp

　

　

往
復
は
が
き
（
〒
4
4
1
‐
1
9
4
4

　

新
城
市
門
谷
字
森
脇
6
）

　

古
代
人
に
挑
戦
！
原
石
を
さ
が

し
て
石
器
づ
く
り
」

　
6
月
2
日

（土）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

　
博
物
館
お
よ
び
そ
の
周
辺

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
小
中
学
生

　
300
円

　
20
人

　
筆
記
具
、弁
当
、飲
み
物
、軍
手

　
博
物
館
学
術
委
員

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　

h
o
u
ra

i9
8

@
m

b
.in

fo
w

e
b
.n

e
.jp

　

　

往
復
は
が
き
（
〒
4
4
1
‐
1
9
4
4

　

新
城
市
門
谷
字
森
脇
6
）

　
6
月
24
日

（日）

　
　
生
涯
学
習
課
　

　
　
☎
23
‐
7
6
5
4
　

【
に
こ
に
こ
】

　
子
育
て
に
関
す
る
学
習
や
遊
び

を
通
し
て
、
親
子
の
絆
を
深
め
、
交

友
関
係
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
年
間
10
回
程
度

　
第
２
回
6
月
22
日

（金）

　
午
前
10
時
〜

　
作
手
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
　
　

　
親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び
　

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
無
料

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。
　
 

●em●em

●時

●時●時

●時

●時●時●時

●時

●講●講

●講

●講●講 ●所●所●所

●対

●対

●￥

●￥

●内

●内●所

●内●講 ●所●内●所

●所

●内

●内

●内●内

●〆 ●定

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

●申
●問

■本

●問

■本

●問

■本

●申
●問

●申
●問 ●対 ●時●時 ●集●講 ●定 ●所●￥●持

●所 ●他

●他●他

は

き
ず
な
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募
　
集

募
　
集

募
　
集

お知らせ Information

中
心
市
街
地
活
性
化

協
議
会
市
民
委
員

第
32
回

ふ
る
さ
と
講
座
受
講
生

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
桜
淵
公
園
・
う
で
こ
き
山
周
辺

　
青
年
の
家
駐
車
場

　
大
人
　
　
　
500
円

　
小
中
学
生
　
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
採
集

　
用
具
、き
の
こ
図
鑑
な
ど

　
博
物
館
学
術
委
員

《
博
物
館
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
》

　
鳳
来
寺
山
の
自
然
と
博
物
館
の

楽
し
さ
・
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、博
物
館
の
見
学
と
自
然

観
察
を
セ
ッ
ト
に
し
た
ツ
ア
ー
で
す
。

博
物
館
職
員
が
ご
案
内
し
ま
す
。

　
予
約
制
で
入
館
料
と
テ
キ
ス
ト

代
が
必
要
で
す
。
内
容
や
料
金
は

博
物
館
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
　
地
域
振
興
課

　
　
☎
32
‐
0
5
1
3

若
林
 

清
・
小
山
 

豊

二
人
写
真
展
　

　
豊
川
市
在
住
の
奥
三
河
を
愛
す

る
二
人
が
、
奥
三
河
の
四
季
折
々
の

風
景
を
中
心
に
、
各
地
の
行
事
な

ど
を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
作
品
展
で
す
。

　
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
６
月
１
日

（金）
〜
３０
日

（土）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
３０
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道
入
口
）

　
休
館
日
　
火
曜
日

　
　
　
都
市
計
画
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
4
0

　
市
で
は
今
年
度
、
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
衰
退
す
る
中
心
市
街

地
の
再
生
を
目
的
に
、
市
と
市
民
、

事
業
所
な
ど
が
行
う
活
性
化
事
業

を
計
画
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
も

の
で
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受

け
る
と
、
国
か
ら
大
き
な
支
援
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
協
議
会
は
、
商
工
会
、
山
湊
、
ま

ち
づ
く
り
市
民
団
体
、
市
な
ど
で
構

成
し
、一
般
市
民
の
方
に
も
委
員
と

し
て
計
画
策
定
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

資
格
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
中
心

　
市
街
地
に
土
地
、
建
物
を
お
持

　
ち
の
成
人
の
方

　
４
人
程
度

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
面
接

　
の
上
、選
考
し
ま
す
）

　
６
月
15
日

（金）

　
報
酬
な
ど
　
な
し

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

　
を
都
市
計
画
課
ま
で
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

　
　
保
険
医
療
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
5

　
歩
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
は
、
腰
や
膝
に
負
担
が
か
か

り
ま
せ
ん
。
有
酸
素
運
動
を
す
る
こ

と
で
、
体
脂
肪
、
と
く
に
内
臓
脂
肪

を
効
果
的
に
燃
焼
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
６
月
１８
日
〜
８
月
２７
日
の
毎
週

　
月
曜
日

　
（
７
月
１６
日
は
除
く
）

　
午
前
１０
時
か
ら
１
時
間
３０
分
程

　
度

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　軽
運
動
場

　
４５
人
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　
め
切
り
）

　
６
月
４
日

（月）

　
午
前
８
時
３０
分
か
ら
電
話
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
無
　
料

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
興
味
の
あ
る
方

　
な
ら
ど
な
た
で
も

　
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で

　
す
か
ら
無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま

　
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
ま

　
す
の
で
、
中
高
年
の
方
は
ぜ
ひ
ど

　
う
ぞ
。

　
　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
　
☎
22
‐
0
6
7
3

　
郷
土
の
歴
史
・
民
俗
・
自
然
な
ど

を
楽
し
く
学
ぶ
郷
土
研
究
会
の
会

員
を
募
集
し
、
月
例
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
市
民
体
育
館
会
議
室
ほ
か

�
８
月
２５
日

（土）
　
午
後
２
時

　
「
市
民
民
俗
芸
能
」

　
　
林
　
正
雄
 

氏

�
９
月
１５
日

（土）
　
午
後
１
時

　
「
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館
・
鳳

　
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
見
学
」

�
１０
月
２０
日

（土）
　
午
後
２
時

　
「
和
牛
の
は
な
し
」

　
　
土
居
 

佳
治
 

氏

�
１２
月
１５
日

（土）
　
午
後
２
時

　
「
豊
川
、取
り
分
け
新
城
の
魚
」

　
　
杉
山
 

茂
生
 

氏

�
２
月
９
日

（土）
　
午
後
２
時

　
「
中
世
の
設
楽
氏
」

 
　
夏
目
 

利
美
 

氏

�
３
月
２２
日

（土）
　
午
後
２
時

　
「
も
う
一
つ
の
忠
臣
蔵

　
〜
続
浄
瑠
璃
坂
の
仇
討
ち
〜
」

　
　
　
山
内
 

祥
二
 

氏

　
　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
　
☎
22
‐
0
6
7
3

　
郷
土
の
歴
史
・
民
俗
・
自
然
な
ど

を
楽
し
く
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　
市
民
体
育
館
会
議
室
ほ
か

　
第
１
回

　
５
月
２６
日

（土）
　
午
後
１
時
３０
分

　
「
豊
川
筋
の
野
鳥
の
生
態
」

　
　
　
皿
井
 

信
 

氏

　
第
２
回

　
６
月
２
日

（土）
　
午
後
１
時
３０
分

　
「
『
風
林
火
山
』
旗
、
勝
頼
陣
に

　
な
び
か
ず
」

　
　
　
馬
場
 
�
夫
 

氏

　
第
３
回

　
６
月
１６
日

（土）
　
午
後
１
時

　
「
鳥
居
強
右
衛
門
碑
等
拝
観
ほ
か
」

　
第
４
回

　
６
月
２３
日

（土）
　
午
後
１
時
３０
分

　
「
戦
時
下
を
生
き
抜
い
た
時
代

　
の
良
心

　
　
『
戦
後
の
還
暦
展
』
報
告
」

　
　
　
小
林
 

芳
春
 

氏

　
第
５
回

　
７
月
１４
日

（土）
　
午
後
１
時
３０
分

　
「
東
三
河
の
山
本
勘
助
」

　
　
　
鈴
木
　
健
 

氏

　
５０
人

　
１，
０
０
０
円
（
５
回
分
）

観
来
館
6
月
の
展
示

郷
土
研
究
会
会
員

健
康
教
室

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

み

に

こ

ん

か

ん

さ
ん
そ
う

●申
●問

■本

●所

●対 ●時

●時

●〆

●受●他

●他

●定

●問
■鳳

●申
●問

●申
●問

●申
●問●所●￥

●定●応

●内 ●所

●内 ●所

●集●講 ●定 ●所●￥●持

●￥ ●定
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還
暦
、米
寿
な
ど
の
お
祝
い
花
火

お知らせ Information

8
月
13
日
（月）
に
、
新
城
の
夏
の
夜
空
を
彩
る

花
火
大
会
で
、
あ
な
た
の
思
い
を
花
火
に
託

し
て
み
ま
せ
ん
か

　例
え
ば

祝

お
誕
生
花
火

　
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
が
生
ま
れ
た
（
生
ま
れ

　
る
）
方
の
お
祝
い
花
火

祝

ウ
ェ
デ
ウ
ィ
ン
グ
花
火

　
ご
結
婚
さ
れ
る
（
さ
れ
た
）
カ
ッ
プ
ル
の
お
祝
い

　
花
火

祝

○
○
記
念
花
火

　
還
暦
、米
寿
な
ど
の
お
祝
い
花
火

　
花
火
の
種
類
と
金
額

　
5
号
…
…
1
万
円

　
8
号
…
…
3
万
円

　
10
号
…
…
5
万
円

　
特
　
典

（１）
新
城
納
涼
花
火
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、お
名
前
（
愛

　
称
可
）
を
掲
載
し
ま
す
。

（２）
「
思
い
出
花
火
」
打
ち
上
げ
時
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
ま
す
。

　
　
　
市
観
光
協
会
（
鳳
来
総
合
支
所
観
光
課
内
）

　
　
　
�
３２
‐
0
0
2
2
　
�
３２
‐
２
１
１
１

※
観
光
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
現

　
金
を
添
え
て
6
月
20
日

（水）
ま
で
に
市
観
光
協
会

　
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
思
い
出
花
火
」
募
集

文
化
行
事

ス
ポ
ー
ツ
行
事

平
成
19
年
度
　
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
年
間
行
事
予
定
表

19
年
度
の
文
化
課
・
ス
ポ
ー
ツ
課
の
年
間
行
事
予
定
表
を
掲
載
し
ま
す
。

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

●問
本

ス
ポ
ー
ツ
課
　
☎
23
‐
7
6
5
3

●問
本

7
月
8
日

（日）

10
月
5
日

（金）

●所
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

7
月
28
日

（土）
〜

8
月
5
日

（日）

●所
新
城
文
化
会
館
展
示
室

日
本
自
然
写
真
展

郷
土
芸
能
祭

7
月
7
日

（土）
・
8
日

（日）

●所
県
営
新
城
総
合
公
園

●所
愛
知
県
民
の
森

●所
県
営
新
城
総
合
公
園

●所
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

未
定

●所
未
定

●所 ツ
ー
ル
・
ド
・
新
城

8
月
25
日

（土）
・
26
日

（日）

新
城
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
C
U
P

O
S
J

新
城
ト
レ
イ
レ
ー
ス

新
城
マ
ラ
ソ
ン
大
会

9
月
30
日

（日）

3
月
未
定

（日）

1
月
20
日

（日）

三
河
高
原
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ

9
月
〜
12
月

●所
新
城
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●所
新
城
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●所
新
城
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

市
民
文
化
講
座

新
城
ラ
リ
ー

2
0
0
7

8
月
25
日

（土）

3
月
15
日

（土）

11
月
9
日

（金）
〜
11
日

（日）

地
球
博
記
念
公
園

●所 愛
知
県
市
町
村

対
抗
駅
伝

12
月
1
日

（土）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

眠
れ
る
森
の
美
女

●所
新
城
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

ケ
イ
コ
・
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
　

童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
18
日

（日）

●所
新
城
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

第
20
回

新
城
歌
舞
伎

12
月
15
日

（土）

●所
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
24
日

（土）

小
室
等w

ith

パ
リ
ャ
ー
ソ
コ
ン
サ
ー
ト

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
22
日

（日）

9
月
29
日

（土）

フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

6
月
17
日

（日）

オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

つ
く
で
の
森
の
音
楽
祭

■鳳
●申
●問



21 広報しんしろ 2007.6

そ

の

他

そ

の

他

そ

の

他

お知らせ Information

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の

救
済
に
関
す
る
法
律

図
書
館
だ
よ
り

新
城
警
察
署
だ
よ
り

　
新
城
図
書
館

　
☎
23
‐
2
3
3
3

　http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

　
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
作
家
と

そ
の
著
書
を
紹
介
し
ま
す
。

《
森
見
 

登
実
彦
 

氏
》

　
平
成
１４
年
「
太
陽
の
塔
」
で
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
ノ
ベ
ル
大
賞
を
受
賞
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
た
若
手
の
ホ
ー
プ
で
す
。

「
夜
は
短
し
歩
け
よ
乙
女
」

　
（
今
年
度
本
屋
大
賞
第
２
位
）

　
京
都
の
男
子
大
学
生
の
片
想
い

を
綴
っ
た
コ
ミ
カ
ル
な
恋
愛
物
語
で

す
。

「
新
釈
　
走
れ
メ
ロ
ス
　
ほ
か
4
篇
」

　
日
本
文
学
の
名
作
を
、
京
都
を

舞
台
に
登
場
人
物
を
大
学
生
に
置

き
換
え
て
描
い
た
短
編
集
で
、
名
作

の
面
白
さ
は
そ
の
ま
ま
に
、
ま
っ
た

く
新
し
い
物
語
を
作
り
出
し
て
い

ま
す
。

　
ほ
か
に
、「
き
つ
ね
の
は
な
し
」

　
新
城
警
察
署

　
☎
22
‐
0
1
1
0

〜
暴
走
族
　
な
く
し
て
住
み
よ
い

　
ま
ち
づ
く
り
〜

暴
走
族
の
い
な
い
ま
ち
づ
く
り

�
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
　

　
暴
走
族
に
加
入
さ
せ
な
い
、
暴
走

行
為
を
目
的
と
す
る
自
動
車
な
ど

を
購
入
、
改
造
、
使
用
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

�
学
校
な
ど
少
年
の
育
成
に
携
わ

　
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ

　
少
年
の
暴
走
族
へ
の
加
入
防
止
、

暴
走
族
か
ら
の
脱
退
の
促
進
、暴
走

行
為
な
ど
の
防
止
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

�
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
暴
走
行
為
に
使
用
さ
れ
る
お
そ

れ
の
あ
る
自
動
車
な
ど
や
関
連
部

品
の
販
売
、自
動
車
な
ど
の
改
造
を

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
燃

料
の
販
売
も
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
公
共
場
所
の
管
理
者
の
皆
さ
ん
へ

　
公
園
、駐
車
場
な
ど
の
管
理
者
は
、

暴
走
族
の
集
合
を
禁
止
す
る
旨
を

掲
示
す
る
な
ど
、
暴
走
族
集
合
の

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

�
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ

　
暴
走
行
為
の
呼
び
か
け
情
報
、

暴
走
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
と
き
は
、
警
察
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

　
新
城
保
健
所

　
☎
22
‐
2
2
0
3

   h
ttp

://w
w

w
.e

rc
a

.g
o

.jp

　
労
災
保
険
な
ど
で
補
償
さ
れ
な

い
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）に
よ
る
中
皮

腫
や
肺
が
ん
を
発
症
し
て
い
る
方

お
よ
び
こ
の
法
律
施
行
前
に
、こ
れ

ら
の
疾
病
で
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご

遺
族
に
対
し
て
、
医
療
費
な
ど
の
救

済
給
付
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
な
ど
の
受
付

　
環
境
再
生
保
全
機
構
ま
た
は
お

近
く
の
保
健
所
に
ご
相
談
の
上
、
申

請
な
ど
の
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
環
境
再
生
保
全
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

5
月
31
日

（木）
は

自
動
車
税
の
納
期
限

　
東
三
河
県
税
事
務
所

　
☎
０
５
３
２
‐
５４
‐
５
１
１
１

　
自
動
車
税
は
、
自
動
車
を
所
有

し
て
い
る
人
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　
４
月
１
日
現
在
、
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
方
に
、５
月
上
旬
に
納

税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

納
期
限
ま
で
に
県
税
事
務
所
、
金

融
機
関
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
納
税
さ
れ
ま
す
と
、
車
検
を
受

け
る
時
に
必
要
な
自
動
車
税
納
税

証
明
書
を
領
収
証
書
と
一
緒
に
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。（
口
座
振
替
を
ご
利

用
の
方
の
納
税
証
明
書
は
、後
日
金

融
機
関
か
ら
領
収
証
書
と
一
緒
に

郵
送
さ
れ
ま
す
）

●問

家
屋
の
新
増
築
、

取
り
壊
し
を
さ
れ
た
方
へ

　
　
税
務
課

　
　
☎
23
‐
7
6
1
5

　
平
成
１９
年
１
月
以
降
に
建
物（
車

庫
や
物
置
な
ど
を
含
み
ま
す
）の
新

築
・
増
築
ま
た
は
、
取
り
壊
し
を
さ

れ
た
方
は
、
本
庁
税
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
都
合
を
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
家
屋
評
価
に
伺
い
ま
す
。

　
家
屋
評
価
は
、
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
も
の
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■本
●問

市
民
い
こ
い
の
プ
ー
ル
休
止

　
　
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
☎
23
‐
7
6
5
3

　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
安
全
管

理
に
支
障
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年

度
か
ら
市
民
い
こ
い
の
プ
ー
ル
を
休

止
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
内
に
は
次
の
施
設
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
Ｂ
＆
Ｇ
作
手
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
市
民
プ
ー
ル

�
38
‐
1
4
3
1

�
ゆ
〜
ゆ
〜
あ
り
い
な

　
プ
ー
ル
　

�
32
‐
2
2
1
2

■本
●問

　
自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

　
豊
川
総
合
事
務
所
（
竹
澤
）

　
☎
０
５
３
３
‐
８５
‐
２
４
１
１

種
目
　
２
等
陸
・
海
・
空
士

　
（
７
・
８
月
入
隊
）

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

　
６
月
15
日

（金）

　
（
試
験
日
は
６
月
17
日

（日）
）

　
７
月
６
日

（金）

　
（
試
験
日
は
７
月
８
日

（日）
）

自
衛
官
募
集

　
　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
　
☎
23
‐
7
6
2
3

　joho@
city.shinshiro.lg.jp

　
　
市
の
政
策
・
方
針
決
定
過

　
程
へ
の
女
性
の
積
極
的
な
参

　
画
を
推
進
す
る
た
め
、
「
新

　
城
市
女
性
人
材
バ
ン
ク
」
に

　
登
録
し
て
い
た
だ
く
方
を
募

　
集
し
ま
す
。

　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
で

　
市
政
に
関
心
を
も
ち
、
市
の

　
審
議
会
な
ど
の
委
員
と
し
て

　
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
女
性

　
申
込
書
を
、
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
（
申
込

　
書
は
、じ
ょ
う
ほ
う
課
お
よ
び
各

　
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
用

　
意
し
て
あ
り
ま
す
）

女
性
人
材
バ
ン
ク
登
録

●HP

●問

●問

●HP

●応

●問

●em ●〆●〆 ●対
●申
●問

■本

●問●対
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保　健保　健保　健
お知らせお知らせ

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

検
 

診

　
6
月
8
日

（金）

　
午
前
実
施

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

　
6
月
13
日

（水）

　
午
後
実
施

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸

　
が
ん

　
6
月
23
日

（土）

　
午
前
実
施

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立

　
腺
が
ん

　
子
宮
が
ん
600
円
・
乳
が
ん
1000
円
・

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円
・

　
前
立
腺
が
ん
400
円

※
6
月
23
日
の
大
腸
が
ん
検
診
は
、

　
胃
が
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
の
受

　
診
で
す
。

　
6
月
1
日

（金）
〜
10
月
31
日

（水）

　
市
内
医
療
機
関
（
市
民
病
院

　
を
除
く
）

　
事
業
所
な
ど
で
健
康
診
査
を

　
受
け
る
機
会
の
な
い
方

　
１
，

０
０
０
円
（
受
診
し
た
医

　
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ

　
い
。
70
歳
以
上
は
無
料
）
た

　
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
の
方

　
と
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

　
は
、
負
担
金
免
除
の
該
当
者

　
と
な
り
ま
す
。
該
当
の
方
は
、

　
受
診
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

　
基
本
健
康
診
査
問
診
票
・
保

　
険
証
（
医
療
受
給
者
証
）
問

　
診
票
は
５
月
下
旬
に
お
送
り

　
し
ま
す
が
、
健
康
診
査
を
ご

　
希
望
で
届
か
な
い
方
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

肝
炎
検
査
　

　
対
象
者
の
方
に
は
、
肝
炎
検

　
査
問
診
票
を
基
本
健
康
診
査

　
の
問
診
票
に
同
封
し
て
お
送

　
り
し
ま
す
。

　
6
月
1
日

（金）
〜
12
月
22
日

（土）

　
胃
が
ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診

　
い
ず
れ
も
20
歳
以
上
の
方

　
各
1,
0
0
0
円

実
施
医
療
機
関

胃
が
ん
検
診

新
城
地
区

　
今
泉
病
院
・
高
木
内
科
医
院
・

　
ち
さ
と
医
院
・
茶
臼
山
厚
生

　
病
院
・
富
岡
診
療
所
・
中
根

　
医
院
・
村
松
内
科

鳳
来
地
区

　
静
巌
堂
医
院
・
な
が
し
の
ク

　
リ
ニ
ッ
ク
・
星
野
病
院
・
宮

　
本
病
院

作
手
地
区

　
作
手
診
療
所

※
事
前
に
各
医
療
機
関
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
宮
が
ん
検
診

新
城
地
区

　
新
城
市
民
病
院

鳳
来
地
区

　
荻
野
医
院

※
事
前
に
各
医
療
機
関
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

基
本
健
康
診
査
を

実
施
し
ま
す

医
療
機
関
で
行
う

が
ん
検
診

東
新
町
・
弁
天
・
片
山
・
徳
定
・
山
・
臼
子
・
今
出
平
・
諏
訪
・
上
市
場
東
住
宅

上
市
場
西
住
宅
・
平
井
・
上
平
井
・
市
川
・
吉
川
・
小
畑
・
中
宇
利
・
八
名
井
・
東
清
水
野

守
義
・
菅
沼
・
木
和
田
・
善
夫
・
黒
瀬

内
金
上
・
内
金
下
・
杉
下
・
浅
畑
・
橋
平
・
湯
谷
・
柿
平
・
只
持
・
一
色
・
源
氏

海
老
丁
塚
・
大
田
輪
・
山
吉
田
山
中
・
小
阿
寺
・
阿
寺
大
沢
・
川
上
・
中
平
・
多
利
野

蔵
平
・
大
平
・
大
野
5
番
組
・
大
野
6
番
組
・
鳳
来
川
合

西
新
町
・
本
町
・
入
船
・
杉
山
・
石
田
・
矢
部
・
富
沢
・
富
永
・
大
宮
・
牛
倉
・
須
長

川
路
・
緑
が
丘
・
塩
沢
・
富
岡
東
部
・
富
岡
中
部

西
田
原
・
東
田
原
・
岩
波
・
南
中
河
内
・
北
中
河
内
・
明
和

芳
ヶ
入
・
下
平
・
東
矢
田
・
大
峠
・
門
谷
・
塩
瀬
・
島
田
・
大
輪
・
湯
島
・
連
合

海
老
副
川
・
高
野
・
松
沢
・
矢
田
・
黄
柳
野
・
小
川
・
大
野
7
番
組
・
大
野
8
番
組

井
代
・
睦
平
・
細
川

新
城
中
町
・
栄
町
・
橋
向
・
野
田
・
中
市
場
・
大
野
田
・
浅
谷
・
出
沢
・
横
川
・
大
海

八
束
穂
・
鳥
原
・
富
岡
西
部
・
黒
田
・
庭
野

長
者
平
・
鴨
ヶ
谷

長
篠
西
・
引
地
・
玖
老
勢
・
海
老
入
洞
・
海
老
川
売
・
四
谷
・
上
新
戸
・
中
新
戸
・
下
新
戸

定
国
・
竹
ノ
輪
・
栗
衣
・
本
久
・
大
野
1
番
組
・
大
野
2
番
組
・
能
登
瀬
・
秋
葉
巣
山

七
郷
一
色
・
池
場

的
場
・
稲
木
・
豊
島
・
川
田
・
川
田
原
・
有
海
・
竹
広
・
一
鍬
田

市
場
・
作
手
須
山
・
北
畑
・
野
郷
・
作
手
川
合
・
相
寺

和
田
・
見
代
・
戸
津
呂
・
杉
平
・
赤
羽
根
・
小
林
・
東
高
松
・
大
和
田
・
田
代

本
郷
・
富
保
・
寺
林
・
槙
原
・
ド
ウ
デ
イ
・
副
川
・
布
里
・
恩
原
・
海
老
千
原
田

海
老
下
町
・
海
老
中
町
・
海
老
山
中
・
海
老
須
山
・
柿
本
・
五
反
田
・
紺
東
・
紺
西

大
野
3
番
組
・
大
野
4
番
組
・
名
越
・
名
号

未
受
診
者

新
　
城

鳳
　
来

作
　
手

新
　
城

鳳
　
来

作
　
手

新
　
城

鳳
　
来

作
　
手

新
　
城

新
　
城

鳳
　
来

鳳
　
来

作
　
手

作
　
手

居
　
　
住
　
　
地
　
　
区
　
　
名

地
　
区

月678910

地 区 別 受 診 日 程 表

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

●問●問●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●所

●時

●時

●所

●時

●時●時

●対

●持

●￥

●対●￥

●￥

●内●所

●所

●内

●内
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か
か
り
つ
け
医
を

持
ち
ま
し
ょ
う
！

か
か
り
つ
け
医
と
は

・
自
宅
の
近
く
、
通
勤
の
途

　
中
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

　
と
で
も
相
談
に
い
け
る
距

　
離
に
あ
る
。

・
日
ご
ろ
の
健
康
状
況
を
理

　
解
し
て
い
る
の
で
、
早
期

　
に
異
常
を
発
見
し
た
り
、

　
予
防
を
含
め
て
適
切
な
ア

　
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
る
。

・
ご
家
族
の
健
康
に
つ
い
て

　
も
、
相
談
に
乗
っ
て
も
ら

　
う
事
が
で
き
、
家
族
全
員

　
の
健
康
管
理
を
し
て
も
ら

　
え
る
。

・
信
頼
関
係
が
で
き
、
気
軽

　
に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え

　
る
。

・
必
要
で
あ
れ
ば
、
専
門
の

　
医
療
機
関
へ
紹
介
を
し
て

　
も
ら
え
る
。

診
療
時
間
内
で
の

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す

ご
自
分
の
か
か
り
つ
け
医
の
診

療
時
間
を
ご
存
じ
で
す
か

・
時
間
外
の
体
制
は
、
診
療

　
時
間
内
に
比
べ
ス
タ
ッ
フ

　
が
手
薄
な
こ
と
が
あ
り
、

　
十
分
な
検
査
な
ど
が
受
け

　
ら
れ
な
い
こ
と
も
予
測
さ

　
れ
ま
す
。

・
早
め
に
受
診
し
、
か
か
り

　
つ
け
医
に
ぜ
ひ
相
談
し
て

　
お
き
ま
し
ょ
う
。

診
察
時
間
外
に
調
子
が
悪
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

①
す
ぐ
に
受
診
し
た
ほ
う
が

　
良
い
場
合

②
次
の
日
の
朝
受
診
し
て
も

　
良
い
場
合

③
ゆ
っ
く
り
と
受
診
し
て
も

　
良
い
場
合

　
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス

　
を
も
ら
っ
て
お
く
と
安
心

　
で
す
。

※
た
だ
し
、
迷
っ
た
時
は
相
談
し

　
ま
し
ょ
う
。

教
　
室

　
6
月
12
日

（火）

　
午
前
10
時

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
6
月
26
日

（火）

　
午
前
10
時

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不

　
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作
活

　
動
な
ど

　
6
月
15
日

（金）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
6
月
28
日

（木）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
新
城
・
鳳
来
の

　
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
6
月
22
日

（金）

　
午
前
9
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
平
成
18
年
11
月
か
ら
19
年
2
月

　
生
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と
そ
の
保

　
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
用
具

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
　
☎
22
‐
1
1
3
3

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

か
み
か
み

離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

　
6
月
28
日

（木）

　
午
前
9
時
45
分
〜
正
午

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
平
成
18
年
8
月
か
ら
19
年
2
月

　
生
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と
そ
の
保

　
護
者

　
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
80
歳
で

ご
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
方

を
表
彰
し
ま
す
。

　
昭
和
3
年
3
月
31
日
以
前
に
生

　
ま
れ
た
方
（
平
成
20
年
3
月
31

　
日
時
点
で
80
歳
に
な
っ
て
い
る

　
方
）
で
、
ご
自
分
の
歯
が
20
本

　
以
上
あ
る
方

　
（
過
去
に
表
彰
さ
れ
た
方
は
除

　
き
ま
す
）

募
集
締
切

　
6
月
30
日

（土）
　

 
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
へ
申
し

　
出
て
く
だ
さ
い
。

8020
の募集
8020
の募集

医
療
機
関
の
上
手
な
か
か
り
方

も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

「あなたの街のお医者さんマップ」
を作成しました

　「市内の緊急医はどこにあるの」

という疑問にお答えし、お医者さ

んマップを作成し、各家庭へ配布

しましたのでご利用ください。

　また、7月号から市民病院の連載

コーナーがスタートします。医師

のお話しや市民病院からのお知ら

せなど、大切な情報を市民の皆さ

んにお届けします。

市民病院総務課　☎ 23‐7852●問

●所 ●時●所 ●時●対●所 ●時●所 ●時●対

●所 ●時●対●持

●内
●申
●問

●申
●問

●申
●問●所 ●時●対

●対●応
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市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

18年 29

34

＋5

0

0

0

34

47

＋13

34

47

＋13

97

86

－11

95

88

－7

3

1

－2

119

108

－11

122

109

－13

414

363

－51

19年

増減

18年

19年

増減

分

累計
4月末
現在

飯
田
　
　
駿

釜
沼
　
太
一

松
井
　
優
奈

林
　
　
春
香

林
　
　
千
春

夏
目
穂
那
美

小
柳
津
七
　

堀
田
　
瑠
那

都
　
　
梨
晏

鈴
木
　
寿
優

星
野
　
翔
紀

山
本
　
晴
登

上
野
　
聖
莉

原
田
　
　
悠

山
本
　
来
夢

�
原
　
未
来

林
　
　
優
希

ス
ガ
ハ
ラ
　
マ
テ
ウ
ス

　カ
イ
ト
　
タ
ナ
マ
チ

白
井
　
元
稀

鈴
木
　
　
皓

安
濟
　
桜
右

鈴
木
　
郁
春

小
林
　
柚
月

小
林
　
春
花

武
田
　
悠
我

稲
垣
　
　
親

鈴
木
　
志
麻

春
藤
　
絢
音

加
藤
　
千
尋

夏
目
　
栞
佳

原
　
　
隆
士

浅
岡
　
良
翼

石
原
　
大
凱

小
林
こ
こ
ろ

伊
藤
菜
々
子

男男女女女女女女女男男男女男男女女男男男男男女女男男女女女女男女男女女

英
哲

敏
　
　

靖
典
　

承
貴

承
貴

良
則
　

知
之

欣
頑

英
吾

善
之
　

伸
明

浩
典
　

浩
司

匠裕
弥
　

正
幸

智
也

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
　
シ
ゲ
ア
キ

良
征

真
吾

徹
　
　

正
弘
　

弘
季
　

寛
生

雅
之
　

美
智
康

和
夫

謙
三

英
樹

佳
和
　

裕
司
　

大
士
　

真
之
介

一
利
　

健
一

平
井
　

石
田
　

川
田
　

東
新
町

東
新
町

須
長
　

一
鍬
田

庭
野
　

一
鍬
田

大
野
８
番
組

塩
沢
　

一
鍬
田

大
野
７
番
組

川
路
　

大
野
８
番
組

川
田
原

玖
老
勢

片
山
　

平
井
　

諏
訪
　

西
新
町

本
町
　

大
野
田

海
老
副
川

橋
向
　

門
谷
　

鳥
原
　

川
上
　

北
中
河
内

鳥
原
　

石
田
　

入
船
　

川
田
　

平
井
　

大
野
田

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

パソコン悩みごと相談

育 児 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

作手保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター

作手開発センター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

作手開発センター

市民体育館第１・2会議室

市民体育館第１会議室

勤労青少年ホーム

鳳 来 総 合 支 所

新城まちなみ情報センター

新城保健センター

毎週月～金曜日　（要予約）

6/4（月）　午前9時　（要予約）

6/4（月）　午前10時～正午　（要予約）

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）

6/14（木）　午前10時～午後3時　（要予約）

6/22（金）　午前10時～午後3時　（要予約）

6/13（水）、27（水）　午後1時～4時　（要予約）

6/7（木）、21（木）　午後1時～4時

6/6（水）、20（水）　午後1時～4時

6/11（月）　午後1時～4時

6/12（火）、26（火）　午前10時～午後2時

6/8（金）　午後10時～午後3時

6/19（火）　午前1時～4時

6/4（月）　午前10時～午後3時

6/12（火）　午前10時～午後3時

6/26（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

6/2（土）、16（土）　午前9時～正午　（要予約）

6/9（土）　午前9時～正午　（要予約）

毎週火～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

6/19（火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

新城設楽児童相談センター

　　　　　（新城）

各保健センター（鳳来）

　　　　　（作手）

作手保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会鳳来センター

社会福祉協議会作手センター

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 課

市 民 福 祉 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

経 済 建 設 課

新城まちなみ情報センター

新城保健センター

☎23-7366

☎23-8551

☎32-2811

☎37-2839

☎37-2839

☎23-7652

☎22-4076

☎23-5618

☎23-5618

☎32-0553

☎38-1481

☎0120-874-412

☎23-5618

☎23-7634

☎37-2211

☎23-7628

☎23-7625

☎23-7640

☎32-1977

☎24-0001

☎23-8551

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　　と こ ろ � 　　　申し込み・問い合わせ�

※

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

　

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

が
365
日
24
時
間
体
制
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
医
療
機
関
の
問
い
合

わ
せ
に
対
し
、
最
寄
り
の
医
療

機
関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
直

接
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
22
‐
1
1
3
3

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

ｈ
ｔｔｐ：

//ｗ
ｗ

ｗ
．ｑ

ｑ
．ｐ
ｒｅｆ

．ａｉｃ
ｈｉ

．jp
/

6月の各種相談

4月届出分
4月1日～30日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

む
く

し
ゅ
ん

た

い

ち
　

ゆ

う

な
　

は

る

か
　

ち
　
は
る

ほ
　
な
　
み
　

な
　
お
　

る
　
な
　

い

あ　
ん　

と
し
ま
さ

し
よ
う
き

は
る

と
　

ひ
じ
　
り
　

ひ
さ
し

ら
い

む
　

み
　
く
　

ゆ
う

き
　

も
と

き
　

こ
う

お
う
す
け

い
　
は
る

ゆ

ず

き

は
る

か
　

ゆ
う

が
　

し
ん

し
　
ま
　

あ
や

ね
　

ち
　
ひ
ろ

し
お

か
　

り
ゅ
う
じ

よ
　
つ
ば

た
い

が
　

な
　
な
　
こ
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輝く

発見

土間の中央には薪ストーブ、
ここで味噌づくりをしています

１尺の大黒柱
（ケヤキ）

紹介者：市民編集委員　夏目みゆきさん

シリーズ

梅田　道夫さん（43歳）吉川

　　　昌子さん（43歳）

昔ながらの生活にあこがれて

　
玄
関
の
格
子
戸
を
ガ
ラ
ガ
ラ
ッ
と
開
け

る
と
、
畳
10
帖
ほ
ど
の
三
和
土
の
炊
事
場

が
広
が
り
、
太
さ
１
尺
の
ケ
ヤ
キ
の
大
黒

柱
が
目
の
前
に
ず
し
ん
と
そ
そ
り
立
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
奥
の
淡
い
白
熱
球
に

灯
さ
れ
た
部
屋
の
中
か
ら
、
梅
田
さ
ん
夫

妻
が
に
こ
や
か
に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
妻
の
昌
子
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
畑
で
と

れ
た
野
菜
を
家
の
土
間
に
運
び
入
れ
、

そ
れ
を
料
理
す
る
生
活
に
あ
こ
が
れ
て
い

ま
し
た
。
古
い
家
に
手
を
加
え
た
「
古
民

家
」
で
、
昔
な
が
ら
の
生
活
を
す
る
人
と

知
り
合
い
に
な
り
、
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
古
民
家
に
は
文
化
財
的
な

価
値
を
感
じ
ま
し
た
が
、
一
部
の
資
産
家

し
か
手
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
先
入
観
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
雑

誌
を
見
た
り
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
民
家
再
生
リ

サ
イ
ク
ル
協
会
」
に
相
談
し
た
り
し
て
、

敷
地
や
間
取
り
な
ど
条
件
に
合
う
物
件
に

た
ど
り
着
く
ま
で
に
約
1
年
か
か
り
ま
し

た
。

　
平
成
13
年
4
月
に
山
梨
県
に
あ
っ
た
平

屋
茅
葺
き
屋
根
に
ト
タ
ン
を
か
ぶ
せ
た
築

150
年
の
民
家
の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。

　
住
宅
を
新
築
す
る
く
ら
い
の
価
格
で

そ
れ
を
解
体
、
移
送
、
移
築
で
き
る
こ

と
が
分
か
る
と
新
城
市
へ
の
移
転
の
話

は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。
梅
田
さ

ん
の
家
の
前
に
田
畑
が
広
が
り
、
近
く

に
は
小
川
が
流
れ
て
い
る
こ
の
地
が
、

古
民
家
生
活
の
風
情
に
あ
い
、
周
り
に

と
け
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
古
き
良
き
も
の
を
生
か
し
て
、
再

生
さ
せ
た
い
。
古
民
家
こ
そ
日
本
の
財

産
で
あ
る
と
い
う
こ
だ
わ
り
か
ら
平
成

15
年
３
月
、
構
造
部
分
の
柱
、
梁
を
は

じ
め
木
製
建
具
を
生
か
し
、
新
城
に
移

築
し
ま
し
た
」
と
夫
の
道
夫
さ
ん
は
古

民
家
生
活
の
い
き
さ
つ
を
楽
し
そ
う
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
畑
で
と
れ
た
野
菜
を
土
間
で
広
げ
、

子
ど
も
と
一
緒
に
味
噌
造
り
に
励
む
昌

子
さ
ん
は
、
「
あ
こ
が
れ
て
い
た
暮
ら

し
が
実
現
し
、
自
然
体
で
暮
ら
し
て
い

る
自
分
が
う
れ
し
い
で
す
。
近
所
の
方

に
は
畑
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
本

当
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
満

足
そ
う
で
す
。

　
夕
食
を
囲
む
一
家
団
ら
ん
は
、
子
ど

も
た
ち
の
声
が
ひ
と
き
わ
に
ぎ
や
か
に

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
は
と
て
も
住
み
や
す
く
、
環

境
に
も
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
」
と

い
う
梅
田
さ
ん
夫
婦
の
こ
と
ば
か
ら
、

新
城
の
魅
力
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

だから、好き。しんしろ

※
三
和
土
…
玄
関
や
台
所
な
ど
の
土
間

と

も

た

た

き
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第
79
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
で
優

勝
し
た
常
葉
学
園
菊
川
高
校
野
球
部
。
そ

の
メ
ン
バ
ー
の
エ
ー
ス
ピ
ッ
チ
ャ
ー
田
中

健
二
朗
君
と
、
3
塁
コ
ー
チ
（
外
野
手
）
久

保
田
淳
哉
君
は
、
新
城
市
出
身
で
す
。

　
小
学
校
時
代
に
、
田
中
君
は
山
吉
田
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
で
、
久
保
田
君
は
作
手
ジ

ュ
ニ
ア
ー
ズ
で
野
球
の
基
礎
を
学
び
、
中

学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
２
人
と
も
新
城
ベ

ア
ー
ズ
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
硬
式
野
球

の
技
術
を
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
新
城
の
地
で
培
っ
た
２
人
の
努
力
が
、

今
回
の
結
果
に
結
び
つ
い
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
大
会
で
２
人
が
活
躍
し
た
姿
と
、

広
報
「
ほ
の
か
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

甲
子
園
を
わ
か
せ
た

4月13日(金)、市役所を表敬訪問した二人

せ

っ

さ

た

く

ま

と
こ
　
は

き

く

か

わ
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優勝が決まりマウンドに駆け寄る、常葉学園菊川高校の選手たち。
中央でグローブを高々と挙げる田中君と、真っ先にベンチを飛び出す
背番号18番の久保田君。〈野球を始めたきっかけは〉

小学4年生までは柔道をやっていましたが、外

で走り回るスポーツがしたかったため小学5年

生から野球を始めました。

〈野球をする小・中学生にひとことメッセージを〉

この新城でプレイし、積み重ねた結果が実り

ました。「やればできる」ということが証明

されました。後輩のみんなにもがんばってほ

しいです。

〈育ててくれた両親にひとことメッセージを〉

練習試合も含めて、ほとんどの試合を両親が

見に来てくれたので、うれしく感じ、またと

ても心強かったです。ありがとう。

久保田淳哉
く　　　ぼ　　　た　　じゅん　や

山吉田小学校PTAの皆さんが作成した横断幕

〈野球を始めたきっかけは〉

一つ上の兄が野球をやっていたので影響され、

小学２年生から始めました。

〈将来の夢は〉

プロ野球選手。横浜ベイスターズの工藤さん

のような投手になりたいです。

〈育ててくれた両親にひとことメッセージを〉

腰を痛め存分に野球ができないときがありま

した。それでも応援してくれた両親に「あり

がとう」と言いたいです。

第79回選抜高等学校野球大会
　　　　　　（常葉学園菊川高校優勝への軌跡）

決 勝 戦　常葉学園菊川高校　 6 － 5　大垣日大高校

準 決 勝　常葉学園菊川高校　 6 － 4　熊本工業高校

準々決勝　常葉学園菊川高校　 2 － 1　大阪桐蔭高校

2 回 戦　常葉学園菊川高校　10－ 0　今 治 西 高 校

1 回 戦　常葉学園菊川高校　 2 － 1　仙台育英高校

田中健二朗
た　 な　か　け　ん　 じ　　ろ　う

君（17）鳳来地区竹ノ輪

君（17）作手地区市場
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境
問
題
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
地
球

　
　
の
問
題
と
し
て
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
、
ネ
ッ

ト
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
媒
体
を

通
じ
て
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
見
て
、

自
分
で
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　W
ish

の
メ
ン
バ
ー
は
、
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢

を
試
し
て
い
く
中
で
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
市

の
環
境
保
全
か
ら
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
　
ず
始
め
た
の
は
、
通
勤
の
途
中
に
気
に
な

　
　
っ
て
い
た
道
路
の
待
避
所
に
散
乱
す
る
ゴ

ミ
の
清
掃
で
し
た
。
し
か
し
、
拾
っ
た
ゴ
ミ
の

処
理
を
ど
う
す
る
の
か
、
電
気
製
品
な
ど
大
き

な
粗
大
ゴ
ミ
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
な
ど
、

や
っ
て
み
る
と
解
決
で
き
な
い
課
題
が
多
く
発

生
し
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
、
誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
状

況
の
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
で
知
り
合
っ
た

市
職
員
が
会
員
に
加
わ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

ゴ
ミ
の
回
収
方
法
に
関
し
て
行
政
と
相
談
で
き

る
窓
口
を
得
て
、
清
掃
活
動
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
　
り
合
い
に
は
「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
や
っ

　
　
て
い
る
の
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
ゴ
ミ
を
拾
う
の
は
大
変
だ
け
れ

ど
、
仲
間
で
一
緒
に
活
動
す
る
の
は
楽
し
く
、

そ
の
場
所
が
き
れ
い
に
な
る
と
す
っ
き
り
し
た

気
持
ち
に
な
り
、
人
に
も
優
し
く
な
れ
そ
う
な

気
が
す
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
地
域
に
住
ん
で

い
る
同
世
代
の
知
り
合
い
も
少
な
く
な
る
中
で
、

活
動
を
通
じ
て
新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ
、
い

ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の

住
ん
で
い
る
地
域
に
対
す
る
関
心
も
高
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　
　
後
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
減
ら
す
た
め
に

　
　
も
、
新
城
に
住
む
人
、
新
城
を
訪
れ
る
人

の
環
境
意
識
を
高
め
る
活
動
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
活
動
の
幅
を
拡
げ
る
た
め
に
、
い
っ

し
ょ
に
活
動
を
し
て
く
れ
る
仲
間
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
・
ア
キ
ラ
）

足
元
か
ら
始
め
る
地
球
の
課
題

環

知今

ま

Wish（ウィッシュ）
活動内容　月１回日曜日

 　　　　　①市内の公園・道路の清掃活動

　　　　　 ②その他ボランティア活動

設　　立　平成18年7月

会 員 数　8人

代　　表　唐澤絵美・森藤佳美

連 絡 先　市企画部じょうほう課広報・参画Ｇ

　　　　　電　話：23-7623

　　　　　メール：joho@city.shinshiro.lg.jp

チ
カ
ラ

チ
カ
ラ

市民の

しんしろ市民活動サポートセンター運営委員会
http:/ shinshirosimin.hamazo.tv/

新城まちなみ情報センター指定管理者　 代表　山本拓哉

｢県障害者委託訓練　パソコン訓練｣

｢ちょこっと講座｣

☎ 24‐0001

6月のご案内

と　　き　7月18日～9月20日の火～金曜日、午後1時～5時

と こ ろ　新城まちなみ情報センター

内　　容　しんしろドリーム荘-パソコン実務コース

対　　象　身体障害者手帳所持者・パソコン中級者

定　　員　7人(選考により決定)　受講料　無料

申し込み　6月1日(金)～7月10日(火)に願書を直接、公共職業安定所

　　　　　（�22-1160）へ提出してください。または愛知障害者職

　　　　　業能力開発校 (豊川市一宮町）（�0533-93-2102)まで提

　　　　　出してください。

　新講座　[パワーヨガ]　問い合わせ 篠宮（�23-4834)　とき　5月から毎週金曜日

　　　　　午前10時～11時30分

　引続き募集中　[ピラティス]・[プリザーブド・フラワー]・[フラワー・アレンジメント]

　　　　※講座を開いてほしい人、開きたい人の「ちょこっと講座」募集中！ 

　　　　詳しくは当センターまで。

※2階パソコン研修室、3階会議室の利用者募集中！

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
で
は
、
こ
の
『
し
み
ん
の
ト
ビ
ラ
』
へ
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
5
月
号
25
ペ
ー
ジ
の
「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
初
の
全
国
大
会
出
場
!!
」
の

中
で
、
西
郷
侑
志

君
の
名
前
が
、
西
郷
郁
志

君
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■本
じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

い

く

し

た

い

ひ

じ

ょ
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対

応

※このコーナーは、初めて登場するお子さんに限らせていただきます

市内在住の１歳から小学校入学前
までのお子さん
� コメント（お子さんが話して

　いるものを50字程度で）
� 写真（携帯電話で撮影したも

　のは不可）
� お子さんの氏名（かな）・性別

　・生年月日・ご両親の名前・
� 応募者の住所・氏名・電話番

　号を記入し、郵送またはＥメ

　ールでお送りください。

郵送の場合

　　〒４４１－１３９２

　　じょうほう課

　　「集まれ！ちびっ子広場」係

Ｅメールの場合

　　info@city.shinshiro.lg.jp

　　「集まれ！ちびっ子広場」係

平成16年5月8日生

平成14年10月23日生涼太くん

父　渡辺　宏治さん

母　　　佐知子さん（作手・明和）

りょう た

大樹くん

だ い き

｢今から飛行機に乗ってカイジュ

ウ退治に出動します！ジュワッ !! ｣

（右）

（左）

平成14年9月21日生

平成18年3月4日生楓果ちゃん

父　小宮山　貴之さん

母　　　　　章子さん（新城・諏訪）

ふ う か

彩華ちゃん

さ や か

｢このケーキどっちが食べる？

　　　仲良く半分個しよう　　｣

（右）

（左）

　
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
と
武
道
場
の

間
の
わ
ず
か
な
土
の
中
で
、
き
れ
い
な
花
が
咲

い
て
い
ま
す
。
節
句
ひ
な
サ
ロ
ン
の
会
員
さ
ん

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
セ
ン
タ
ー
の
周
り
の
草

取
り
や
花
植
え
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
さ
ん
が
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い

る
時
に
、
建
物
の
周
り
に
伸
び
放
題
に
な
っ
た

雑
草
を
見
か
ね
て
取
り
だ
し
た
の
が
始
ま
り
だ

そ
う
で
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
「
ほ
の
か
」
の
読
者
よ
り

き
れ
い
な
花
で
心
も
は
つ
ら
つ
！

社
員
研
修

劇
団
は
ぐ
る
ま
座
公
演

童
話
劇
と
詩
の
朗
読

天
狗
の
火
あ
ぶ
り

詩
人
　
礒
永
秀
雄
の
世
界

問
い
合
わ
せ
　
　
平
沢
　
☎
32
‐
０
７
２
４

詩

の

朗

読
　
「
八
月
の
審
判
」
ほ
か
詩
５
編

朗
　
読
　
劇
　
「
花
咲
く
桃
の
木
の
下
で
」

大
型
立
体
紙
芝
居
　
「
鬼
の
子
の
角
の
お
話
」

童
　
話
　
劇
　
「
天
狗
の
火
あ
ぶ
り
」

日
　
　
　
時
　
　
６
月
14
日

（木）

　
　
　
　
　
　
　①
午
後
１
時
30
分
開
演
　

　
　
　
　
　
　

②
午
後
６
時
30
分
開
演
　

会
　
　
　
場
　
　
新
城
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

※
詳
し
い
内
容
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
4
月
4
日

（水）
、

（株）
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
の
新

入
社
員
24
人
が
、
四
谷
の
千
枚
田
で
「
文
化
的

遺
産
、
四
谷
の
千
枚
田
は
ど
の
よ
う
に
し
て
守

ら
れ
て
き
た
か
」
そ
の
変
遷
や
自
然
、
伝
統
文

化
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
広
場
の
掃

除
や
草
取
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
た

研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
作
業
中
、
春
爛
漫
の
天
気
が
一
転
、
み
ぞ
れ

が
降
り
、
新
人
社
員
の
１
人
が
「
愛
知
で
も
雪

が
降
る
の
か
」
と
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
労
働
奉
仕
の
お
か
げ
で
、
ふ
れ
あ

い
広
場
の
東
屋
や
ベ
ン
チ
周
辺
も
見
違
え
る
ほ

ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
　
小
山

舜
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
谷
）

く

ら

か

け

さ

ん

ろ

く

ら

ん

ま

ん

あ

ず

ま

や

し
ゅ
ん
じ
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こころいや

黒田 典孝さん（新城地区黒田）

　　　　 たっ君（14歳）

  豊根村の山の中で、母親イノシシとはぐれて

しまった たっ君（本名・拓哉）は、保護され

た後、動物好きな黒田さんに育てられました。

　当時は手のひらに乗る大きさでしたが、現

在は100キログラム。大きすぎてお風呂には、

もう入れてもらえません。

　毎日食べるご飯は５合。イモ類、果物、酢

の物、甘いお菓子が大好きです。

　しっぽを振っておねだりした後は、ちゃん

とおすわりして待つんですよ。

（エライ！）

ダッキちゃんと
　フチコマ君

わたしのマ
マは

　　最高よ
！

イノシシのたっ君、14年で100キログラム!

おす
わり
した
よ。

　　
お菓
子ち
ょう
だい
！

　消火完了
～

ポイ捨て
やめてね

！

　消火完了
～

ポイ捨て
やめてね

！

取材協力者�アン・クロダ（ペット美容室）�金沢獣医科

小野田 　孝さん（新城地区大野田）

　　　 猫のダッキちゃん（推定7カ月）　

　　　犬のフチコマ君（9歳）

　側溝に落ちていたかわいそうな猫を、うち

の子どもが拾ってきて、はや6カ月。寂しいの

か食も細く、元気に育ってくれるか心配なほ

どでした。

　そんな折、ふと目をやるとフチコマのお乳

に吸い付いているではありませんか。そりゃ

もうビックリ、だってフチコマはオスですよ。

気になってお腹をみたら赤くなってるじゃな

いですか。これが母性本能？というものなの

でしょうか。

　元気ありあまるオテンバ娘に手を焼いてい

るようです。

　タバコ
発見！

黒田家には ”火消し犬”のワン太郎君（オス9歳）もいます

気持ちい
いよお！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員からの一言…

家族の一員となったかけがえのない仲間たち。優しい瞳で見上げたその顔に、どれほど心癒されたことでしょう。
人も動物も同じ。愛情たっぷりそそがれて育てられると、心も体もキラキラになるんですね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青山・加藤き・加藤ひ・夏目）

ニャンと
も

　　ワン
ダフル



今井 幹男さん（作手地区黒瀬）

　　　　左・サム君　　（6歳）

　　　　右・ティモス君（4歳）

　平成６年ごろにヤギの放牧を始め、その牧

羊犬として飼いはじめたのがボーダーコリー

のサム君。最初は仕事のために始めた訓練も、

いつしかさまざまな特技を身に付け、今では

息子のティモス君と一緒にシープドッグ大会

やスポーツ大会などで入賞するほどの実力に。

　今井さんにとって２匹は仕事にも人生にも

なくてはならない大切な家族です。

中根 修巳さん（鳳来地区門谷）

　　　ちんねん君（19歳）

　新城で一番の有名犬の、新聞配達犬ちんねん。

　鳳来寺山中腹にあるお寺まで、新聞を届け

るちんねん君の活躍は、新聞やテレビでも数

多く取り上げられたのでご存じの方も多いの

ではないでしょうか。現在は高齢のため睡眠

時間が長く、朝夕の散歩が一番の楽しみです。

｢こんにちは｣と訪ねたお宅で、ちょこんと顔を出したかわいい子
いたいた！家族の一員となった｢愛すべき仲間たち｣が…。

新城に生まれ育った人たちや新城が好きで暮らす人たちは、豊かな自然の恵みにはぐくまれたこの地で
こんなにかわいい仲間といっしょに生活し、心豊かな日々を送っています。

そんなほのぼのとした素敵な家族の一員を紹介します。
｢新城を愛し、自然とともに暮らし、優しい心で見つめ合う家族がいる｣そんな暮らしをしてみませんか。

2

こんにちは

牧羊犬サム君・ティモス君

新聞配達犬 ちんねん君

“15
5セン

チジ
ャンプ

、成功
!!”

2000年に
ボクの活

躍が本に

なって出
版された

んだ。

テレビに
もいっぱ

い出たよ
！
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よ
み
が
え

かえる 写真／岩城忠雄

｢あっ　どこかでカエルが鳴いてるよ｣

｢どこどこ？　あっ　み～つけた！｣

｢おとうさん、つかまえてもいい？｣

｢そっとしておこう。

雨が降るのを待っているんだからね｣

2007年　6月　第3号

しみ図鑑新城お楽

ま な び Ｗ Ａ Ｖ Ｅ

※出店料は一屋台500円です。

※開催日時・場所は変更になる場合があり

　ます。お気軽にお問い合わせください。

Tel：090 - 6074 - 9141（滝川）Mail：manabi_w@yahoo.co.jp　Hp：http://www.k4.dion.ne.jp/ m̃anabi_w
manabi_w

■ 屋台の出店は、この事業の趣旨に賛同

　 された方ならどなたでもOK。

　 自分だけのお店、出してみませんか。

え　ん に　ち

■ 開催日程（予定）

　6／30（土）

　「七夕縁日」・西新町

　7／28（土）

　「お寺で縁日」・永住寺

入場無料。参加は自由。モノ作

りや昔の遊び、オトナもコドモ

も関係なくみんなで遊べて楽し

める。お友達同士、家族みんな

で、ひとりで来ても楽しめる。

そんな一日を一緒に過ごしまし

ょう。
■「しんしろ縁日楽校」は、私たち

まなびWAVEのメイン事業の一つ

で、遊びや販売の屋台を通じて子ど

もたちが社会性を身につけるフィー

ルドの提供と、子どもの居場所作り

を目的としています。

　2005年から始まったこの事業に

は毎回さまざまなお店がオープン

し、会場にはたくさんの笑顔があふ

れます。

縁日楽校内での共通

通貨は木のコイン

“ WAVE ”。

当日、会場にて円と

両替します。

広報しんしろ「ほのか」「ほっHonoka」は、環境に優しい大豆インキ及び
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 

次が待ち遠しいまなび空間。
ウ ェ ー ブ

が　っ
こ　う


